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昭和 52年度 日野市国民健康保険特別会計予算

昭和J5 2年度日野市の国民健康保険特別会計の予算は、次に定

めることによる。

(歳入苧出 予算)

第 1条 歳入歳出予算の総額は 、歳入歳出それぞれ 1，2 5 4，4 3 9 

千円と定める 。

2. 歳入‘歳 出予算の款J頁の区分及び当 該医分ごと の金容院は、

「第 1表 歳入歳出予算」による 。

(一時借入金 )

第 2条 地方自治法第 235条の ろ、 第 2工員の規定による 一時倍

入金 の最高額 は、 20， 0 0 0千円と定める。

昭和 5 2年 3月 7日提出

日野市長森 田 喜美男
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第 1 表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 i金 額

国民 健 康保険税 3 2 4， 1 2 1 千円

国 民健 康 保 険税 3 2 4， 1 2 1 
込 ーー~ー・

2. 国 庫支出 金 6 9 0， 7 4 B 

国庫負 担 金 6 4..0; 8 4 0 

一.

2. 国庫補 助金 49，908 

者日 支 出 金
‘ 

る. 1 1ス16 7 

..-:' 一一
者B 補 助 金 1 1ス167

一一

4. 繰 入 3li ノ¥ 1 2 0， 0 0 0 

繰 入 金 t 2 0， 0 0 0 

5. 繰 越 金 1， 0 0 0 

繰 越 金 1， 0 0 0 

6. 百石 収 入 1. 4 0 3 

ー一一一一ー
延滞金及び過料 8 0 1 

2. 預 金 利 子 500 

3. 雑 入 102 

厳 入 A口h 計 1， 254.439 
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歳 出

金i 款

総 務費

項 額

千円7 0， 2 5 4 
旬開一一一一一一『一一一ーーー一一目-一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一ーでーァー一一一一一一一ー一一ーー一一ー一一一一一一一

1. *~三ーをー竺 理 費_j_ 5 7，三49 

!2 徴 税 一 変 し 12， 7 0 5 

2 保 険 給 付 費 |一一一一一一一一一一一一一一L~~--?'~~--0_三

歳

1.竺一三一笠一-1」ユ3三三三三三

二三一竺主 :;.護費 L_....B三三 4

三旦一一一産 fIム i三竺 o

L 宇一一一竺 _!~_j一一ーとととo

債 費

I 2，1 0 1 

1. 償還金利子及び還付金 I 2， 1 0 1 

5， 2 0 0 

出

予 備 5，2 0 0 費

計メト
日 1， 2 5 4， 4 3 9 
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昭和 52年 度

国民健康保険特別会計

予算に関する説明書
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歳入歳出予算事項別明細書
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A 
ノ. 

総 括

歳 入

款

守 、 I-~ 附健康保険税
一一一一一一一

2. |調 路 支 出

3. 者B 支 t-li 

4. 総 入

内
Z
J

縦
一
J
j
f

算
一

1

予
一

J

度

一

5

年

一
6

前
一

2

比 較

千円
5 8. 2 0 3 

6 9 0， 7 4 8 5 6 0， 7 8 2 I 1 2 9. 9 6 6 

1 1ス16 7 7 6， 8 1 8 I 4 0， 3 4 9 

5. 繰越金2I 1. 0 0 0 I 1 6. 0 0 0 Iム15， 0 () 0 

lベ収 一入J 1403 1905ド己!
一一竺ーを 合 'ift ームL乙ロゴど_1_~!_3ユロユーと三三o 1 8 

1 0 0， 0 0 0 2 0， 0 0 0 

歳 出
一一ーーーー一四一一一一一-ーー，ーーーーーー一一-ー一-一ーーーーーー寸一ー一一ー---一一一一一一一一ーー一 一一ー縄

l' 

款
本年度

3草紙

" 
1 総務

2. 保険給付illI 1. 1 7 6.8 8 3 

殺

一
裂

一
J
J

一

川
門

μ

市
民

一一
ヤ
又

公

一
諸A

斗
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2. 歳 入

fト予， 

一 一 一一 三一 一

一↑ 2-

F 

E 

を

ノ'ー¥

¥lJ 1人当り認定見込額

¥
、，/

白

、

1

/

¥

}

/

広
い~

バ川
L

~

ん
ロ
)

年間平均被保険者数

調定見込額

収納率

収納見込額

CD 
， 、

也j

調定見込額

収納率

収納見込額

ヨ‘

39も

7 0 ~~ 

日説 明

1 2，4 0 i円

26.900人

う33，609 

③×④ 3 1 0，2 5 6 

1 9，8 0 8 

①×② 1 3，8 6 5 

(款国民 J健康保険税 )
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紛 2 国庫支出金

一鍾 1. 国庫負担金

i 日 J本年度

1.事務費負担金 I 30，61 3 

前年度|比 車交

千円

29，076 

金 I -~ - I ---I .. I 

一一三一一よど竺ーに山2!12A78i/////

A
叶

ー

. 

rート

説

、

ーーを

明

千円

。法第 69条に係 る負担金

①被保険者 T人当り

②年間平均被保険者数

予算計上額 ① ×② 

1， 1 3 8円

26，900入、

3:0，612 

¥ 

'1 O 法第 70条に係る負担金

①補助対象給付費

②交付率九%

予算計上額 ① ×② 

' 、‘

1， 5 2 5，5 6 7 

6 1 0，2 2 6 

、ー

にゾ

(款国庫支出金)



関 2. 国庫支出金

側 2. 国庫補助金

目 i本 前 年度|比

つ

，. .， 

i絞 「一一一一一一
区 分

賀行
説 明

金縮
千IrJ 千円

o I 1.助産整補助金 I 5，7 6 0 。助産校補助金

σ) 1件当りの器対皇制 4 0，0 0 0円

l

-F
 

a「

-
-

ー

、

ト ". 

2均衡療主主:{:i 

補助金

4 1，36 7 I 2 4.4 5 6 1 6.911 1潟右足彼養従

補助金

41，367 

(子:支給見応件数 432件

。)交 付 半 古一

i 予算;計上級 (0 x③ ×① 「 5，760 

白紙療養何補助金

(矛文給見;込傾 8 2，7 3 4，0 0 J円

(勾交 付 与終 十

: iìfI~~X{1~ r-2.7:T 2，204 金
ι
l
J
 

，
ト
巾
l交付

蛍mw
 

予算計上級 ① x(0 4 1. 3 6 7 

577 2，7 81 保険税軽減費交付金

Cu 6制対象

均等割i

平等書1]

② 4制対象

均等割

平等割

480円 x21.8 6人=i， 0 4虫280円

840円x1， 1; 4 3世帯 =少 60，1 2 0円

320円x1 6 5 0人=5 2 8，0 0 0円

560円x 435世帯 =2 4 3.60 0円

予算計上額 ①+② 2，78 1 

(款 必国庫支出金 )
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説
， 

明

事務費補助金

①被保険者 1人当l り 444円

f乞:年間平均被保険者殺 2 6，90 0人

CD x (:0 1. 1，9 4ろ

8，5 6 8 助産費補助金

① 1件当 りの基準績 4 0雫 cl0 D円

@)支給見込件数 432件

① 交 付 E幸5 5 
⑧交付額 ① ×② ×① 5， 7 6 0 

葬祭費補助金

① 1件当 り補助額 8，00 0円

①支給見込件数 1 6 8件

③金交付額 ① ×GD 1， 3 4 4 

育児手当

① 1件当り補助額 2，000内

⑦支給見込件数 432件

む交付額 ① ×② 864 

結核予防法等適用者 10割給付補助

⑬補助対象見込額 600 

予算計上額 ⑧+⑧+⑥+⑬ 8，568 

1 6，9 1 1 I 1高額 療養 金費:141.367 高額療養賀補助金 法 57条の 2

補 助 ①支給見込額 8 2，7 3 4 

②交 付 率 2 
予算計上客員 ① ×① 41， 367 

(款 都支出金 )
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明説

都 補助金備

。老人医療助成補助金

老人医療助成に伴う保険者負担増補助金K伴 う保険者

ス289 。格差是正補助金

J 

一一回.-ー----ー-ー十一一一一一

支出金 〉
--2 1 --

f 、

也

4O， 3491~~/1二/イ

-2:0ー

7 6.8 1 8 1 1ス16 7 L
』
』

去
一円
H
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繰入金)!

明
.

一説

一般会計繰入金

一

一

一

千

円

一

/

一

一

一
区

一
ト
彰
一
/
'
一

一

1111
「
1
1
7
1
1
1
1
1
斗

一

一

較

市

川

一

日

一

τ九上ー…
ー一

一

度

一

千

日

一

日

一

「
叫
に

ilu
ll
--
一山

一

度

一

J

一
川
一

金
金
一

'4

一

l

一
日

一

一

ヰ

一

ι

一
1

一

入

λ
7」
|
引
引
斗

1

1

一

目

心

計

(款

明

前年度繰越釜

2P 
fトι'U

紛 5

鱗1.

繰

繰

金

日

越1.繰

，---p司

l;過料

何?

目 本年度 前年度 比 較 トー

区 分 ~ 額

千円 干円 千円 千円

1延滞金 800 500 300 1.延滞金及び 8 0 0 

力日 算 金

2.過 料 。1.過 料

__..---------------一イ{一一=?14〆 -/ -_."......，.'，.，.-計 8 0 1 I 5 0 1 3 0 0 

!~ーー・'一ー一ー 一ー

繰越金〉

延滞金及び加算金

(款

明説

官

諸収入

延滞金及び過料

6. 勝

倒

(款

一一

諮収入)

-23 -
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節

分_j_jし一室-

諸 収入

預 金利 子

明説

千円

-
L
L
t
・t，b
I
F
lL

- l一年度 l比
千円 | 千円j

6. 

2. 

側
関

鞍〈目

nu 
nυ に

υ
ム500

十一一一一?ー十
I I 

ドG00 1ム500

1，00 0 '..' 500 

計 一一一一一一
-ーーー四

-一一一ー一一一一一ー一一

500 

;常収入 )

入

務収入 )

千円

(款

明

一一一一一一一一一一一
一ー一一一ー一一一一

一一ーーーーーーーーーーτ

一一一一一一一一一一←

-25-

(款

ュニ日

誌兄

雑

不当 、不正利得返納金

1: 第三者納付金

i
l
i-
-
Lド
L
l卜
l
f
lド。

λ 
入

日 比 較 し一一
区

干円 千円

納金 1 0 0 

三 者

付 金 納 付 金

入 。 1.雑 人

‘' 

計 1 0 2 ム300 ////l///  
' 

-24-
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号母

千円

。悶保事業一般事務経費

一般職 1 2名

1 7 2 

職員、共済組合負担金他

費

費

臨時職員麗上

旅

旅

通

別

並
日

特 5 7 

5 0 

435 

1 5 

2 0 

1， 2 5 8 

き党

9 2 1 

資

診療報酬詩求明細書処理

保険者交際費

料

料

消耗品

食 積 品

印刷製本資

修繕料

使

数

郵

手

区 分 i金 額

一一一一一一 1 i 

2給料 i22，96

5職員手当 等つ 2 O.p 8 

JJ際 J5
1 1需主費( 139 

1 2.役 務

節

出歳3. 

亡二一互主亘ーの財源丘昆-1
較 im--笠J-1源 -JI源i

1，国都 I .f ，，-~; --f::-1=F!. ! ':1_ ff'. u-h I 1 
1:- ~~ ， r. '~_) I i也方債 iその他 1- " 1 f支出金 I'>-U';/J 1Ji'~ I"(._ v_./ 1l!:J 1- I 

i

レい
L』
r

ai

l

 

4 

総務費 〉(款

験 1 総務費

関 1 総務管理費

「一一丁
目 !本年度

干Pl 千円千円 千円 千円 千円 。1 2，682 

つフーー回一-'- I 

-26-



繍 1 総務管理費

目」一年度九

I I I 

! 本 年 度 の 財 源 内 訳

較 し~寺定財源
[ 一「一一一一-一一一~←般財源

区
門
付

μ 一金 -
U引

l

説 明

節

千円

1 叩及び

賃借料

1 8備品購入 費 I 1 7 I 金銭打刻機

1呪負 担金 I 4 5 I 出

補 t助 及 び i ! 関東甲信静地区都市国保事務研究会

交 付 金 I I 東京都市画保協議会

i 多摩支部事務研究会

全 一 日
i I I 国保団体連合会多摩支部保険者

I I ! 関東甲信静地区都市出保協議会

I : I I 南多摩公営国保連絡協議会

1 報 酬 216 J酬運営協議会経費

i ! i 国保運営協議会委員
:ト- i i 

千円

自動車借上料

ス
叫
只
〉

1 5 
つ
』
只
u
k
u
n
v

の
4

A
H
 

K
U
 

営

費

仇
会議

運

協

門
ぷ 3 2 81 1 4 4 。 D 1 397 

227 

6 7 

1 1.需 要 費 1 8 消耗

食糧

品 費

口口

5 

1 3 

1 4.使用料及び

賃 借 料

科 目 存 置

1虫 負 担 金 |

補助及び|

交付金!

し

1 2 負担金

多摩支部国保運営協議会会長会

都市悶保運営 協議会連絡会

1 0 

2 

〈款総務費 )
--2 8- -29--



i 本年度の世内訳

ド4i
節

明説

i
!
1
1
寸
寸

l
$1
1
10
1

1
1

・

額金分区
財J

i原財定較じ
いt

'J 
度年

民主

一

4
H

宅』

一

理一管一務
ア

総一備

本年 度自

--31.-
(款総務費 )

健康家庭記念品

:8'.報 5費 i 7470問問

呪負 担金補助 1 11701 一連合会負担金

印刷製本費

地方債 iその他 i

千円 千円 千ド]

743 542 2 0 1 。 。 7 4 3 

ー恥 司 . 

4.連合会 1. 1 7 0 1， 0 1 6 1俳 54 o 。 。1， 1 7 0 

負 担金

， 

ー ーー町 一

、

ト一一一一一一

計 5 4，521 3，0 2 8. I 42日 7 。 。1 4，992 

-3 0一



G勢
練

務
税
一

.

総

徴

費

費2. 

出品源内日高丈年度 前年度 比 較 財源 、¥

iその他

T円 1:円 r iT! 1 lPl 千11J II可

198 1徴税費 1 0.86 8 1 0，4 7 3 。

、

， . 

2.納 税 1. 8 3 7 1 1 4 。 。 。1， 8 3 7 

奨励 費

計 L 1 2， 7 0 5 11 2， 1 9 61 5 0 9 11 0，0 7 0 I 。! 。2，635 

明さをみヰ

民TL，

之
u

n

u

ハノ
ι

n

u

っι
門

U

A
『

又
d

Q

U

4

1

4

l

λ

叫
・

λ
斗

1

4

1

 

スゾ

国保税徴収旅費

消耗品費

印刷j製本務

燃料 費

修繕 費

便

数

険

料

料

料

郵

手

保

国保税賦課計算事務

3 0 

1 0 ! 

ワゴ γ

卓上電子計算機

納税組合補助金

昭和 51年度調定額

45，403×-Jd一一
1 0 0 

組合長補助金

3 0円x691世帯

T呪負担 金 補 助

及 び交 付 金

1， 8 3 7 

~/ I 」//
総務費 )(款

-33-



1， 5 1ス143

明

療養給付費保険者負担分

年間医療禁見込額

害1

設:

合

7

一o

分

×

日一

5

トし

ゥ。

在
F

O

者

之

険

1

保費養療

l区

負担叩

節

介

866，4 0 4 

i前年度

干円

1， D 62.0 00 

費

費

，同

一

町一

諸
一

利

一

決

着

一

保

療
一

例
悌
一

1.療養

給付 費

ろ審査支払

手数 料

目

付給

1呪負担金補助

及び 交 付金

dト

。「ニ。

1ヲ51 

1 950 

審査手数料

支払手数料

3，9 0 1 来ヰbu --ロ
1 3.委3.901 。。

Aμ
寸

口

γパ叶nu 
イ
6
58，4 24 

ろ，6753，90 '1 

保険給付費 )(款

~ 35--

1 2 D，Cl 0 0 I 2 9 5，4 9 8 1 9 3，7 5 2 I 6 5 8幻 7

-34-
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側 2. 保険給付費

傍 2. 高額療養費

本 年 度の一財源内訳

説 明
目 本 年 度!前年度

区 分 金 額

千円| 千円 千円
T呪負担金補助

及び交付金

費養療額
中
照
的
内

円

l
千四々7

I
 

つ』no 
1高吋'l!li.'(:f( 1 8 2，7 3 41 4 8. 9 1 21 3 3.8 2 2 

( 款 保 険 給 付 費 )

鰯 2 保i険倹給付容喫? 

一偶匂

! 目 l本刊

lド1助定 費 I17，280 

じ

比

節

前年度
区分 金 b 額

説 明

1ス280 01 1 1，51 8 5，7 6 2 
1呪負担金補助

及び交付金

千円

1ス280 助産費

4 0 x 36件 x1 2ヶ月

千円 千円

1ス280

(款 、保険給付費)
i'.<..' 、

「盟 4

[ 本年度の 財涼 内一訳般財源川| 
目 前年度 粉…、 特定財 源

思ほ i地方債|そ0:;H.~ 
千円 千円 千円 千円 千円

1.葬 五ノて」さ、 費 1，68 0 1， 6 8 0 。 。336 

1680「計 。iN4 i 。! 。336 

1 
円・ . 

保険給付費

葬 祭費

節

説 明
区 ; 分 金 額

千円

1， 680 葬祭費

1 0 x 1 4件x1 2ヶ月

1呪負担金補助

及 び 交 付 金

(款 i保険給付資):

-36ー
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保険給付費 )

明

2 x 3 6件 x1 2ヶ月

.，説

金当手児育

一

ー杭ーー

額

千円

864 

t 
並、

節

1呪負担金補助

及び交付金

分

保険給付費

育児手当金

本年度の財源内訳

目 本年度 前年度 比較 特定 財 源

上越E玄息金 地方債 l そ の他
一赦財源

干円 千円 千円 干円 千円 千円 千円

1.育児手当金 864 864 。 864 。 。 G 
d 

J 

言十 864 864 。 864 。 。 。

2. 

5. 

(款〉

(項)

(款

費

費
債

債

公

公

3. (款)

(項)

千円

公債費)

明

-39-

(款

子
J

不金入

'

a

借時

説、

千円

額金

2 3.償還金利子

及び割引料

節

分i玄
目 I '本f年 度 前年度 比 較 特 定財源、

都支出金 地方債'その他
一般財源

千円 干円 子円 千円 千円 干円 千円

1.利 子| 。 。 。 。

b、 ， 
、、

;. 与

" 

. 

ー 伊
_，. 品「ーー，岨・・"

計 。 。 。 。
一 ・
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(款) _ 4. 諸支出金

(項) 1. 償還金及び還付金
-・

前年度 l比較
一本年度 の財源内訳

特定財源喜二
国都支出金地方債|

干円 千円 千円 l 千円

節

説 明
金額

子円

2， l' 0 1 保険税過誤納還付金 2， 1 0 0 
1，600 I 501 rJ I 0 1...' 0; ， 2，1 01 び割引料

国・都支出金返還分

。七fli:;7言十 2，1 01 
。

、 Lf〆/[/ノプL一一一二三一一コー一一:
(款諸支出金)

(款) 5. 予備 費

(項) 1.予備費

「一一一一一一i I一一一「一一 本年度の財源内訳|

前年度|比較目 本年度 特定財源
一散財源

国都支出千金円l 地万債干円 その他千円 一一千円 千円 千円 千円

"""iJ 

. 
説 明

区 分 金 額
J 

ー千円 千円
園開甲・

1.予 備 費 5，200 3，794 1;406 。 。 。 5，200 
1.予 備 費 5，2 0 0 予備費

L 

言十 5，200 3，794 1，406 。 。 。 5，200 レ------------ンィプ一一一て一一一v

ー__-

(款予備費)

-40ー
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~'f. . " f， 

給与 費 明 細 書

給与費明細書
2. 一般職

(1 )総括

1 .特別職 i区一 介
職員数

i月b、ムロ 与 費
共済費 ぷ口』 言十 備考

報 酬 給 料 職員手当 口十

本年度 1 ，.2人 千円 2 2，962千円 20，083千円 43，045千円 2，472平岡 45，51 7干円

前年度 1 1 :23，033 19，392 42，4 2 5 2，31 5 44，740 
r-ーーーーー ・

比 較 ム71 691 620 1 57 777 

? 

扶養手当 660 調警手当 2，010 管理職手当 1.454 千円

特殊勤務手当 204 通勤手当 684 時間外勤務手当 572 
手当の

宿日直手当 住居手当 720 期末勤勉手当 1 .3，7 79 
内 訳

退職手当

一般職職員一人当 り給与費の状況

区 分 一人 当 り給与野
， 

本年 度 3， 5 8 8 千円

吉iJ 年 度 3， 8 5 6 

初任給の状況

区 分目 J戸同1'- 歴 一 般 耳義

5 2年 1月 1日 高 校 卒 87;000円. 
現在 大 学 卒 ヲ只ろo0 

5 1年 1月 1日 同J 校 卒 8 2，2 0 0 

ゐ、 現 在 大 '羊 卒 9 3，7 0 (J 
一

平均給料月額及び平均年令の状況

区 分 一 般 職

5 2 年 1 現月 1 在日d

平均給料月額 1 5 0，9 0 0 P:J 

平 均年令 3 5才

5 1年 1月 1U' 平均給料月額 1 4 5，2 0 0 p] 

現在 l 平均年令 3 4.9才

等級別職員数の状況

区 分 一 般 職

1等級 D人 4等級 6人
5 2年 1月 1日

現在
2等級 1人 5等級 2人

5等級 2人 言十 1 1人

5 1年 1月1日
1等級 o }，、 4等級 7人

現在
2等級 1人 5等級 1人

5等級 2人 1 1人

一
区 分 職員数 一給土 費 |糊

報酬

日 rrl汁 日 216 

合計|備考|

i長 等 人 阿
川

喧
・
一

平
t 千円

議員

216 ? 。
? 。

等

一
員

長
一
議

iその他

言十

? 。 。門

U
，J
O
 

ワ
ι

4
1
t
 

126 1 2 6 

? 1 2 6 。G 1 26 。 1 '2. 6 

長 等
ー『

議 員
較 1

1その他 I 90 I 0 。 9 0 I 0 。
nu 

nu 
of 

。
901 0 。

-42-:-

-43-



(2) 給料及び職員手当の増減額の明細

区分間|欄の増蹴糊 説 明 イ席 考

千円
目下円

給与改定の状況

前年度{給料改定率 6.3 3 % 
一こ給与改定実施時期

昭和 51年 4月 1日

{給料改定率 3.5婦
本年度 {

l給与改定実施断期

昭和年月日

昭和 52年度

ポ
初

dw
定

9

3

改

門
〆

ι

Z
JV

ゲ

〆
O
ノ

O

上

質

表

実

O
J
 

7
J
 

『

A
J

K
分

定

加

改

増

与

う
給

伴

問 | |(平均昇給跡取在「均昇給 3.31唖
給料|ム71 I 伴う晴加分 441 職寸る職員数 )x 1 2ク (昇給期 ) (職員数〉

よj= 3.3 4 1円X1 1人 昇 糊 用jJL 4月 1人

X 1 2ク月 職員数 7月 5人
1 0月 3人

ろその他の場 職員の変動に伴う増額 職員数の異動状況

;減分 !~1，89 1 ム 1，8 8 9千円 現vc在職す ) (その他) 計
|給与改定留保額 る職員数

5 2年度(3. 5 % )四 51 本年度 1 2人 。 1 2人

年度(3.5婦)= 7 7 7千F 前年度 1 1人 。 1 1人

-l 7 9干fll==乙¥2千円 増減 1人 。 1人

1 1給与即ともなう増額 調整手当の支給率

増減分 (給料十扶養子 -~ +管理職手当 ) X 

8 % 

2.期末:勤勉手 給与改定Kともなう jfI額 期末勤勉手当支給率

当の増減介 本年度

;1職員 i 25 (支給期 6月 1 2Jj 3月

691 支給率 2:4タ刃 3.4タ河 0.5ク月

手当 i (支給期計

支給*ふ3 ク)~

前年度

支給期 6月 1 2月 3)j 

{支給率 2.5ク月 3.35ク月 0.5ク月

支給期計

(支給率 6.35ク月

増扶減養手分当の Iム60I 職員の変動にともなう減額

管理職手内 I 1 1 3 I給与改定忙ともなう増額
-の増減分

5・住増居、滅介手当の I 72 I 1/ I 4.500円を 5，000円に改定

手当

17.その他の増 I21 6 特殊勤務手当 1 2 
減介 通勤手当 204

--44-
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昭和 52年度 目野市都市計画事業特別会計予算

昭和 52年度目野市の都市計画事業特別会計の予算は、次に定

めるところによる。

(歳入歳出予算)

第 1条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 5 7ヌ205

千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は

F第 1表 歳入歳出予算」による 。

(歳出予算の流用)

第 2条 地方自治法第 220条第 2項ただし書きの規定により、

歳出予算の各項の金額を流用することができる場合は次の

とおりと定める 。

(1) 各項に計上した給料、職員手当等及び共済費(賃金K

係る共済費を除く)に係る予算額K過不足が生じた場合

における同一款内での、これらの経費の各項の問の流用 。

昭和 52年 3月 7日提出

日野市長森田喜美男

-47-



第 ，'.;1 表歳 入歳出予、算

歳入

款 項 金

繰 入 金
一

lたJ争Fζ 入 金

2. 国庫支出金
、. 

1. 国康補助金

3. 都 支 出

都 持j 助 立人乙

2 都 委 託 金

4. 繰 越

繰 越 三八区

:). 詰ニ 収 入
F 

1. 諸 収 入
l、

歳 入 之仁弘才 言十
， 

町; 歳出

， 款
， 

;碩 F ムえ以〉モ. 

都 市計画費
、

区画整理管理費

2 神明上区画整理費
' 4 

2. 予 備 費

予 備 費

歳 出 1仁h才h 計
d 

'ー~

-48-

額

1 5 4. 5 0 0 千円

1 5 4， 5 0 0 

一
8 2， 0 0 0 

8 2. 0 0 0 
一一

4 1， 1 0 0 

4 1， 0 0 0 

1 0 0 
ーー

1 0.0， 3 0 0 

1 0 0， 3 .0 0 

2 0 1， 3 0 5 

2 0 1， 3 0 5 

579，205  

額

5 7 ス383  子向

5 5， 5 7 8 

5 2 1， 8 0 5 

1， 8 2 2 

1， 8 2 2 

引2日:_j

昭和 52年 度

都市計画事業特別会計

予算に関する説明書



( ， 

歳入歳出予算事項別明細書

t ~ 



/t 

1 .総括

歳入

款

繰 入

2. 国 庫 支 出

3. 都 支 出

4. 繰 越

5， 諸 収

歳 入 i仁hI、 言十

歳出

本年度

款
予 算額

都市計 予内

1・画 費 57ス383

2，予備.費 1，822 

歳出合計 579，205 

本年度予算額 前年度予算額 比 較

金
千円 千円 乎円

1 5 4， 5 0 0 1 4 2， 9 6 6 1 1， 5 3 4 

金 8 2， 0 0 0 8 1， 9 9 9 

金 4 1， 1 0 0 100 4 1， 0 0 0 

金 1 0 0， 3 0 0 8スo0 0 1 3， 3 0 0 

入 2 0 1， 3 0 5 2 2 6， 1 9 2 ム 24， 8 8 7 

5 7引 205 4 5 6， 2 5 9 1 2 2， 9 4 6 

前年度
本年度の財源内訳

比 較 特 定 財 源
般財源予算額

医路市支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円

、449，267 1 28，11 6 123，1 00 。154，500 299，783 

6，992 ム 5，170 。 。 。1，82'2 . 

456，259 1 22，946 123;1 00 。154，500 301，605 

-53ー



2. 歳

(款)

(項 )

入
1. 繰入 金

1. 繰 入 金

節

百 本 年度前年度比較 区 分 4 金額

千円 千円 千円1.区間整理管 54，5Du千円
1.一般会計 1 5 4，5 0 0 I 1 4 2，9 66 I 1 1， 5 3 4 理費繰入金
繰 入 メト

ま~ I I I r--2.神ー明上区間II 1 00，000 

整理繰 入 金 | 

11.534じンア二三三!

'説 明

一般会計繰入金

区調整理管理費繰入金

神明上区岡整理事業繰入金

千円

(款繰 入 金 )

(款) 2. 国庫支出金

(項)- 1. 国庫補助金

日 本年度 前年度 比較
節

区分

1.区画整理 千円 千円 千円 1.区 画整理費

国庫補助金 82，000 

言十 82，000 999レ___----------l

説 明

神明上区画整理事業国庫補助金
千円

(款 国庫支出金 )

(款) 3. 都支出金

(項) 1. 都補助金

節、
! 日 本年度前年度比較 -

区分金額

1.区画整理 千円 千円 千円1.区画整理 千円
補助金 41， 0 0 0 I 0 I 4 1， 0 0 0 補助金 ・4-tuou・

十 I41日日oI 0 I 41，00口/メ七7

説 明

神明上区画整理事業都補助金 千円

( 款 都 支 出 金 )

-54- -55-



(款 ) 3. 都支出 金

(項 ) 2. 都委託 金

節

1区画整理

委託金

千円

100 

千円

100 

千円。 円千

説 明

目 本 年度 前年度 比 較
区 分 人

早 額

1.区爾整 理 、

委 託 金

100 
区画整理法第 76条許可事務委託金

言十 nu 
n
u
 

a司
自

'
nu 

n
U
 

A
1.

，
 

。シ[三J1117
(款都支出金 )

(款 ) 4. 繰 越 金

(項 ) 1. 繰 越 金

一 年 度!比自 本 年 度 較
J‘ 

節

・・ ・ー

区 分 金 額

1 00，30千円0 8スOG千O円 13，30子円0 
千円

1.繰 越 金 1.区画整理管理 300 

費繰越 金

2.神明上区画整 1 00，000 

理 繰越金

言十 1 00，300 8ス000
1日日ロレ子//つ

説 明

千円

前年度繰越金

区!函主主理管理費繰越金

神明上区岡整理事業費繰越金

一
(款 繰 越 金 )

---.. ..~ 一喝句、ー

-56ー
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(款) 5. 諸収入

(項) 1.諸収入

節 説 明

t'~ 日 本年度 前年度 比 較
額一・ ー 区一 u分 Sノ¥三

千円

神明上区画整理予納金及び処分金

(乙 67 0 m2X 7 5，0 0 0円)

千円 千円 子甲F

千円

1.保留地処分金 200，250 225，000 ム24，750 1.神明上区画整 200，250 

理予納金及び

処 分 金

"ー 岬 .骨晶圃

区間整理管理費預金利子
2.預金利子 1 50 150 

-_.. 
-0--1.区画整理管理 50 

日 --- ・ .__.-.

費預金利子

神明上区画整理費預金利子 . 
2.神明上区岡整 1 00 

理費預金利子
一・ ー. . 

? 

3.雑 入 905 1，042 ム 137 1.区画整珪管 905 平山台換地清算による 徴収金 ! 8 4 7 

理費雑入 四ツ谷下換地清算による徴収金 5 8 

" 哩 ‘-

町、

】.ー ._--ー6・，-，.-噌山 町

ー匂ー 』ー

， ' 

1-ーー一一ー
言十 201，305 22 円| 一 / 

(款諸収入)
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3. 歳

(款)

(項)

目

出

1.都市計画費

1. 区画整理管理費-

本年度 前 年 度 上七

千円 千円

1.一般管理費 54，731 4Sえ350

. 

--.- ー

本 年 度 の 財 源 内 訳
一

較 | 特 定 財源
般財源

国都支出金 地方債‘' 径の他

千円| 千円 j千円 千円 千円

5，381 100 。54，500 1 31 

ヤ、

N 一. 

ー・一・一一 一一 晶 ..ー・

守、

.， 

-_..._--'.一曲.-・・・・ーー..-一一一一一 ...一

..，.._._..- 一ー 一一一一ー一-一-一u一 ... ・

-60ー

節

区 分

ーF 2.給 料

J 

3.職 員 手 当 等

4.共 済 ，費

虫旅 ~ロi 

iTO交 際 費

l11需 用 資

ふ

1 2.役 務、 資

1.
1、 5委 託 料

説 明
金 額

干円 。区画整理一般管理事務経費
千円

24.36 9 一般職 1 2人

2 1， 6 3 1 

2.620 識員共済組合負担金他

1 5 普通旅 資 '岨4ドー-ー ・・ ・+・晶

1 6 CI 区間整理事業に伴う交際費

906 消 耗 品 資 341 

消耗文具 : 1 00 

消耗器材 1 64 

被 服 費 77 

燃 料 費 250: 

ガソリン代他
も、

、思

食 本量 費 1 0 

会議用賄 ， 

印刷製本資 30 

青写真焼付他

イ彦 繕 料 275 

自動車修繕

2 3 郵 使 来↓ 1 5 

自動車保険一料 _.8. 
ー

3，5;00 神明上地区外擁壁委託

(款都市計画費)

-61-



(項) 1. 区画整理管理費

・--_ ._ .~ .. 

本 左手度の財 源 内 訳 節

目 本年度 前年度 上じ 較 特 定 財 源

麟 E支出金 地方債 その他
般財源 |:金

説 明
区 分 額

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円
平内

子円

.、

官

1 5.工事請負費 t 500 神明上地区外街築工事
、

I 

1呪負担金補助
7 土地区岡整理ゼミナール参加負担金

及び交付金

建物移転 500 
22.補償補填 1， 0 0 0 

水道管移設 500 
及び賠償金

2.平山台清算 847 985 ム138 。 。 。 847 1呪負担金補助 847 平山台清算事務経費

事 務 資 及 び 交 付 金 換地清算による交付金

' 
・‘. 一、

T も

t 

、

ー、

55，578 50，335 5，243 1 00 。54，500 97-8 
' 一_________---レ~一一一 一一一一一一一一

(款ー都市計画費〉
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(款) t 都市計画費

(項) 2. 神明上区画整理費

節
巴E

一 説 明

区 分 金 L 額

』ー ・ー一ー

本 日年度 ーの財源内訳

日 本年度 前 年 度 比 較 特 定 財 源
般財源

国都支出金|地方債 その他
千円

千円 手向 千円 千円 千円 千円 千円 2.給 料 。神明上区画整理経費

1.区画整理 8，855 ス168 1，687 ス87.2 。 ...0 983 一般職 2人

総務 費 3.職員手当等 2，98 

・h ・...司--.
4.共 済 費 3 6 職員共済組合負担金他

Z賃 金 54 臨時職員麗上

普 通 旅 費 1 7' 8' 
玖旅 費 228 

特 別 旅 費 5 0 
守

-、

i 1 1.需 ;用 費 235 消耗品費 1 3 8 

消耗文具 1 D 0 

消耗器材 1 4 

被服費 2 4 

食 糧費 28 

会議用賠

印刷製本費 5 0 

青写真焼付他

修繕料 1 9 

測量器具修繕

1 2.役 務 費 1 0 郵便料
骨 中 国 一_"-.....- ‘-ー・-・一時‘一 一・ 、

、

1 3.委 託 料 300 保留地緑道草刈

(款都市計画費)
-65一
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(項) 神明上区画整理費2. 

本年度の財源内一一訳一

目 本年 度 前年度 上じ 較 特 定
財源 十般財源

底部支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

， . 

2.審議会費 915 764 1 51 。 。 。 915 ， 

、

t 

3.事業費 51 2，035 391，000 1 21，035 11 5，1 28 。1 00，000 296，907 

. 

. 

-_-一一一，-一一 ー.

言十
' ・ド同一一一一一，ー『回

521，8 0 5 I 3，98，93 2 122，873 1 23，000 I 。1 00，000 298，805 

' 

ーももー

節

区 分 金 額.
説 明

1 4.使用料及び

賃借料

自

b
zI 7

'
 

1 6.原 材 632 料 費

1 8.備 品 購 入 費 1 2 6 テープレコーダー他

1.報 勝!! 832 

1 1.需 費
i

喧
料
4

1

用 83 

1 3.委 託 1 58，0 0 0 

1 5.工事請負費 1 2 5，2 0 0 

. 

2 2.補償補填

及 び 賠 償 金

2 2 8，8 3 5 

自動車借上料

土地借上料

砂

出
μ
h
u
n
u

千

1

6

敷 他赤リ

。神明上区画整理審議会員及び評価員経費

審議会委員報酬 720 

評価員報酬 11 2 

食糧費

会議用賄

。神明上区画整理事業経費

神明上区画整理事業、業務委託料

1 40，000 

神明上区画整理事業設計委託料 1 8，000 

神明上橋梁工事

神明上街路工事

神明上整地工事

神明上雑工事

70，000 

5，200 

4ス980
2，020 

建物移転

整地及び土留

立木工作物

埋設物移転

21 2，7 0 0 

5，025 

1 0，11 0 

1，0 () 0 

一一云Jレ〆ぺ一一一一一一一一一(款 都市計画費)
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(款) 2. 予備費

(項) 1.予備費

本年度の財源、内訳

目 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源 一般財源

国都支出金 地方債|その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 司二円

1.予備費 1，822 6，992 乙，.5，170 。 。 ‘O 1，822 

' 

ー

， 

・

司 、

J 

言十一 1，822 6，992 ム5，170 。 。 1.822 
'_ /--------------し________---司

(款予備費)
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給与費明細書

1 特別職

AロロF分 ι守Jl職員数人

給 与、 費
合 計 l備 考区 ー共済資

報 母[1t、口 ヰヰ 職員手当 言十

千円 千円 千円 千円 千円 千円

司

議 員
本年度 一一一

、 その他 I 9 832 。 。 832 

白、
1 9 832 。 。 832 。 832 

長 ミ(jlデ5ピ | 

『

議 貝

前年度
その他 1 9 726 。 。 726 。 726 
一

1 9 726 。 。 726 。 726 

長 タTt3t2 

議 貝

:比 較
その他 。 1 0 6 。 。 1 0 6 U 1 0 6 

言十 。 1 0 6 。 。 1 0 6 。 1 0 6 I 
一一一一一一 L一一

-70ー

給 与 費 明 細 重Eヨ主

2. 一般 戦

(1) 総 括

給 与
区分 i職員数

報酬 給 料 職員手当
合 計|備考共済費

本年度| 1 4人 千円 2ス732千円 24，61 2千円 52，344千円 55，329千円 | 

前年度 Ii 5人| 27，203 23，585 50，788 

529 1，027 1，55，6 

1， 4 8 8 調整手当 2，479 

2 4 通勤手当 828 

住居手当 840 

Eの状況

区 分 | 一人当り給与費
町、一

53，521 

1，808 

管理職手 当

時間外勤務手当

期末勤勉手当

1， 6 6 2 千円

275 

1 7; 0 1 6 

k巳 3 '7 3 8 千円

年 度 j ろ， 30 1 

初任給の状況

5 2年 1月 1日 l高校卒

現在大学卒

5 1年 1月 1日|高校卒

現在大学卒 l

平均給料月額及び平均年令の状況

区 分

5 2年 1月 1日 | 平均給料月額

現在 | 平均年令

5 1年 1月 7日 | 平均給料月額

t 現在|平均年令

等級別職員数の状況

区 分 一

5 2年 1月 1日
1等級

，現 在
2等級

3等級

5 1年 1月 1日
1等級

現 在
2等級

3等級

-7 1ー

。人

1人

3人

。人

1A 

5人

一般 職

8 7;.0.0 0円
'・-

9究300円 ι

山 一

8 2，2 日一←日一円一一l

9 3，7 0 0 円

般 職

4等級 ヲ人

5等級 1人

言十 1 4人

4等級 1 0人

5等級 1人

言十 1 5人 l



区 分 I:増減額 1:増減額の増減事由男Ij内訳

(2)給料及び職員手当の増減額の明細

明説 t蕗 考

，4. 

内
ノ

ι
ノ

O

-伴に定

分
改

加
与

増

給

う

♂寸

イレ必〉
Hロ

2普通昇給K伴

う増加分
料 529 

759 

3.その他の増減

分
fど~1， 8 5 4 

千円

表よ 6.2 7弥

実H 6.33弼

の改定

(平均昇給間差×現トて

在職する職員数)

X I 2ク月

4.520円X14人X12

ク月

M
m
y

口

同

!

日

H

れ
い
期

1

W
期

ふ

時

月

五

時

月

'施

4

施

率

笑

年

率

実

年

定

定

1
定

定

況

改

改

5
改
改

れ

状

料

与

料

、料
J

の

給

給

給

給

一74-
-

f

l
t

、

aaτ
込

〆

l
k

改

度

変

与

年

ム

ヰ

給

『前

一ー

ヰ

昭和 52年度

平均昇幸子率 3.85 % 

職員数

4人

4人

2人

4人

f昇給期
昇給期男IJl ;j.月

職員数 i7月
11 0月

I 1月

下水道事業特別会計予算書

十
人
人
人

三口
A
斗

「

3

4
1

1
4
1

ム

E
h
M
d
 

リ
バ
人
人
人

わ
0

0

0

冗

す

出
別
職
数
人
人
人

動

在

員

4
5
1

異

K
椴

1
1
〈一

の

事

之

数

(

度

度

滅

日

貝

年

牛

職

本

前

増

円

る

‘一

一

肝

心
昨
日
一
瀬

M
刑
判

グ」

y

ねレ

zd
ス
ぜ
ド
J

訪

3
留

(

(

釦

施

工

定

度

度

ヲ

わ

ム

改

年

年

ト

ロ
円
額
与

2

1

h

段

減

給

5

S

5

τ

h

p

O

J

 

1調整手当の増

減分
68 

給与改定K伴なう 増 i調整手当の支給率

額 I (給料十扶養手当十管理職手当)
X8% 

2.期末勤勉手当

の増減分
494 

職員手当 1，027 

3扶養手当の増
-減分 144 

4管理職手当の I 1 31 
.増滅介

5住居手当の増 l

減分 I 24 
ト一一一 : 
6時間外勤務手!
当の増減分 |ム122

ヌ実の他の埼滅!
ハ I 288 

期末勤勉手当り支給率
本年度

支給期 6月 1 2月 3月計
支給率、 2.4ク月 34ク月 日5ク月必ク月

前年度
支給其~j 6月 1 2月 5月計

州支給率 2.5ク月 335ヶ月 05ク月 635タ刃

給与改定K伴なう増 i配偶者(欠配第一子含む)ιOOOP-lを
額 I 7，000円その他 3500F弓を 4jJOO円亡改定

f/ 

N 

fl 

P
品

叶

J

n
H
U
 

伴

n
O
 

K
 

1

2

 

最変

当
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口
貝
額
一
勤
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減
一
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円
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7
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昭和 5 2年度 目野市下水道事業特別会計予算

昭和 5 2年度日野市の下水道事業特別会計の予算は、次に定め

るところによる。

(歳入歳出予算)

第 1条 歳入歳出予算の総額は、歳入;歳出それぞれ 83， 9 0 8 

千円と定める。

2 歳入歳出予算の!三分及び当該区分ごとの金額は、

「第 1表 歳入歳出予算JVCよる o

t昭和 .52年 3 月 7 Iヨ提出

ヨ野市長 森 田 喜 美 男

-75-



第 1 表 '!歳入歳出!予算

歳入

，1_ 

款 項 金

1.使用料及び手数料

1使 用 料
} 

2手 数 料
t 

2.繰 入 金

1繰 入 金
ー一トーー一一一一ー一一一一一一ー

3繰 J 越 金

1繰 越 金
一 一

4.諸 収 入

1.預 ，ミ(J7 利 子

2.雑 入

歳 入 争T 言十 十一一一

歳出

款 項 メエit

1. ー下 オに i董 資

1.下 水 ミ遣 費

2公 債 費

1.公 債 費

3.予 。育 費

1.予 {蒲 費

歳 出 A 口 計

-7もー

一一寸

額

1 4，5 5 4 千円

1 4，5 2 5 

2 9 

68，752 

68，752 

. 500 

500 

1 0 2 

1 0 0 

寸

額

7 4，6 3 3刊IJ I 

7 4，63 3 
A 

引075

9，075 

2 0 0 

200 

8 3，9 0 8 

昭和 52年度

下水道事業特別会計

予算に関する説明書



歳入歳出予算事項別明細書



1. 総括

歳 入

款

1.使用料及び手数料

2.繰 入 金

3.繰 越 金

4.諸 i民 入

し 歳 入 合 計

歳 出

本年度

款

予算額

一 、
1.下水道費 74，63

Tgg 

2.公債費 矢口75

ろ予備 資 200 

歳出合計 83，908 

本年度予算額 前年度予算額 .比 較

1 4，5 5 4 千P3 1 4，1 0 2 千円 452 千円

68，752 6 6， 0 9 3 2，659 

5 0 0 700 ど込 200

8 5 F  

4 2 6 0 

8 0， 9 3 7 2.9 7 1 

本年度予算額 の財源内訳

前年度

比 較 :
特 定 財

予算額
医風波出金 地方債

一 一トー・

7 '1， 42
fii 

3d g 。1・IJj

トー ー-+一一"一一一一一

引309 ム234 。 。
一一

200 。 。 。
トー一

80，937 2，971 。 。
， 

-81-

l原 一般
-ー→一一

その他 財 源

59，677
円

1 4，9 sll 
ト一一一一一一一一一一 一一---

矢口75 。
ト一一一一一ー一一一一ト『一一一一。
68，7 52 

200 

1 5，1ζ 

.'ヒ
ー，



「

2. 歳入

(款) 1 使用料及び手数料
(項) 1. 使用 料

L 

節
目 本年度 前年度 比 較 、

区 分 ー金
ト一一一一

千!'j 千円 千f!J 千円

1使用料 14，525 1 4，083 442 1.下水道使用料 1 4，525 

' 喝

ア ア
， 

J〆-----〆，~，-- --~~計 1 4，525 I 442 

説 明

下水道使用料

-一一ー--ーーー一一ー-ーーーーー一一一
ーー--ー_--←

ー-ー四一ーー-句ーーー一一

(款 使用料及び手数料)
(款)
(項)

1. 使用料及び手数料
2. 手数料

本年度 |前 年 度 l比 較 説 明

1手数料

節司F

区 分 |金額

;子「lH-J五長~4 l一一-F

目

排水設備申請手数料
j
 

-
vb
l'
 

一一一一一一一一一一一一て二
(款) 2 繰入金
(項) 1. 繰 入 金

(款使用料及び手数料)

一一つ
節

目 本 年度 前 年 度 比 ヰ疫 ー一一

区 分 金 頒

千円 千円 干rl 千円

1.一般会計 68，752 66，093 2，659 1.一般会 言十 68，752 

繰入金 繰 入 金

計 68，752 
l 

66，093 2，659 ~-どこ

説 明

一般会計繰入 金 千円

---ーーーーーーーーー"ーーーーー-ー_-----ーー守-
一一ー一一一一一ー←一一一ー一ーーー一一一一一---ーー-

(款 繰 入 金 )

-82- -8 3ー



(款) 3. 繰

(項) 1. 繰
越 金

越 金

自 本年度 前年度 比 較
節

ーー
区 分 ，主片ff 額

ー一千円 千円 千円 千円

1.繰 越 金 500 7 0 0 ム 200 1.繰 越 金 500 

士レ----/~ケ 二三言十 5 0 0 7 0 0 1 

説 明

:前年度繰越金
千円

一 一一一一一 一一一一一一二二二二 二二二 J 
(款繰越金 )

(款 ) 4. 諸収 入
(項 ) 1. 預金利子

ァーーー四一ーーーーー・ーー，ー--"_ 一-四-一ーーー一一---ー・ーーー司自Eーー一一一一ー一一ーーーーーーーーー一ーーーーーーー・町ーーーーーー ー --一一-ーー一一ーーーーーーーーーーーーーー一-司ーーーーーー-.1

目 本年度 前年度 比 較-
節

トー
一一一区 分 ~也~- 制i

一一“・・・一一
千円 千lTl 千円 ニr[11 

1.預金利子 100 4 0 6 0 1預 金 利子 1 0 0 

言十 1 0 0 
6日レ----------比三(

説 明

預金 利子
千円

ーー一一一._.一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一~一一ー一一白骨ー で士ご二二三二_-晶釘

一一一一一一一一一一一一~-ー・・ーー-・・・-一一一一一一一一一一一ーL 
(款諸収入)

(款 ) 4. 諸

(項 ) 2 雑

収 入

入
一 一一一

節
目 本 年度 前年度 比 較 ーー..

区 分 金 額

2門 千円 千円 干rrJ
1.雑 入 2 。1.雑 入 2 

言十 2 2 。///」二二

説 明

私用電話料 千円

一一ーー.-・E・-ーーー一
一一ー一一一一一一ー一一一一ー一一一ー一一ー一四回伊国_-ー一-

一一ーーーーーーーーーーーーー一一

(款 諸収入)

-85-
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3. 歳
(款)

(項)

tH 
1. 下水道費

1. 下 水道費 ，

・、， 

本年度の財源内訳
一

目 叩本年度 ' 前年-度 比 較 特 rλ圃と.... 財 源; 一般 P

国都支出金 地方債 その他‘ 『財源

千円 F!可 千円 千円 rr[j 千円 千円

1.下 水道 52733 48，762 3，971 。 。52，7 3 3 。
総務焚

1 

、

..・ー・

節

説
区 分 金 客員

千円

~犠給 員 手 当 等料
。下水道関係経費

1 6.2 1 2 一 般職
ド一一一ーー一一一ーーーーーーー一ー一一ー一司

1 5.5 2 0 

4.共 済 噴 1，7 3 7 職 員共済組合負担

8.報 償 費 科 自 存置

呪旅 費 ろ6 普 通旅 費

1 1需 用 費 356 f当 キモ 口口口 費

消耗文具貿

消耗器材費

燃 料 噴

食 糧 資

印刷製本殺

光熱 水質

修 繕 料

1 2役 J~もeP ぜ資 9 5 通信運搬 資

電話 料

郵便 料

自動車保険料
ー一

1 3.委 託 料 1 8，7 6 8 下水道料金収納

自家用電気保守点

処理 場業務

作 業員健康診断

マ

、， 

-86- -87-

検

明

干円

7人

イ也

5 9 

2 0 

3 9 

8 7 

8 

1 0 

9 2 

100 

8 8 

8 4 

4 

7 

ス270

1 9 5 

11， 261 

4 2 

(款 下水道費)



(項) 1. 下水 道費

本年度の財源、内訳

目 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源 一般

ト一一一
鴎校出金 地方債 その他 財源

千円 千円 干円 千円 千円 千円 千円

トー 一一

2下水道 21，900 22，666 ム766 。 。 6，944 1 4，956 

処 理費

計 74，633 71.428 辺Jτ 。も守、も77 1 4，956 

-88-

一一

節
-ー 説 明

区 分 必s乙h 客員

Iト14竺使 用料 及び

千円
自動車借上料

千円

借料

1 8.備品 購 入 賞 皐 板

。下水処理経費

: 1 1.需 用 1者 1 5.2 5 4 f向 ネ毛 品 資 1，864 

{再耗器材質 1， 7 7 9 

被 月反 資 85 

燃 料 賀 238 

フ巴 熱 水 費 1.0，535 

イ疹 繕 料 725 

医薬材料費 1，892 

ト一一一

1 2.役 務 費 1 0 8 処理水質検査手数料 8 9 

流入水質検査手数料 1 9 

1 3.委 言毛 料 5，783 汚水本管清掃 1， 4 0 0 

汚 泥 運 搬 1， 030 

汚 JリOロ，ノ/ヨ¥ 析 7 5 

雨水本管清掃 3，2 7 8 

1 6.原材料 費 582 人 孔鉄 ヨーJふロ+ョエーー 570 

セ メ ン ト他 1 2 

1 8備品矯入 費 1 7 3 '排水用ポンプ

(/七〆つに三二」ことこ一て一一一一
(款下水道費 )
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(款) 2 公

(項) 1.公

債

債

費

費

本年度の財源

目 本年度前年度比較 特定財源

園者~5支出金地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千PI
1.元金 4.153 I 4.1 02 I 51 I 0 I 0 

2.利 子 4，922I 5207 ム2851 0 I 0 

一一一一一
計 叩751 9，3日? ム234! 01 0 

円

5 

2 1 0 

節

明説

区 分 金 客員

I 23.償還金、利子
， 

千円

o市債の元金償還経費4，1 5 3 
及び割引料

償 ユ、工丞自主 元 金

， 
利子 4，922 。市債の利子経 費

!料 償‘ ユ、旦忍主 利 子

トー一
-〆_......-戸_-

千円。

。
一一一一一一一一一一一一一一J

(款)

(項〉

備

{荷

3. 予

1.予

費

費

本年度の財源内 3

目 本年度 前年度 比 宅i 特 定財源

i説。支出金 地方債 その他
一一 ト一一一一一一一一

千円 千円 千円 干円 千円 r-il] 

1予備費 200 200 。 。 。 。

言十 20 0| 200 I 。 。 。 。
ーーーー司ーーーーーーーー時・ー・与・ー

一90一

-------

千円

i//三L 一一一一て二
(款公 債 費 )

区

節

説 明

分 金頒

千円 千円

一一一一一ー一一一ー一一ー
一一一一一一一一一←J:-------~ 

(款予備費)
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2. 一般職

(1 )総

口県

の

訳

山当

職

手

内

!職員の変動に伴う減額

l ム71 2 

ム687!給与改定留保積

1 52年度 (3.5%)ー 51犠|本年度 7人 0人 7人

(3.5%) I前年度 7人 0人 7人

1 55~巳 527p!， 2?fIi .，  I増減 。人 0人 G人

1調整手当の I 5山合与改定時う繍 i調整手当支給率
増減分 I I (給料十扶養手当十管理職

I I 手当 )X8%
ト一一一一一一一一一ト一一一一一十一一一一 一一一十

I I期末勤勉手当文給率

2.期末勤勉手 I I本年度

支給期 6月 1 2月
支給率 2.4ヶ月 3.4ヶ月
支給期 3月 計

I 支口率 0.5ヶ月 ι5ヶ月
I前年度
I 支給期 6月 1 2月

i I 支給率 2.5ヶ月 3.35ヶ月
I I支給期 5月 計

[ 一十」一十一 一一一一一一一 一一寸Tよ盟峰J こ主山互

3.扶養モ当の|ム144 I職員の変動Kてe伴う滅額 | 
増減分 I I 

I 4管理職手当「つ市与馳伴う噸 丁一一
の増減分 I I 

5.住居手当の I 36 I 
糊け I 

6.時間外勤畷 I 273 I ソ ! 
手当の増減 I I I 
分 I I ! 

スその他の ! ム36I特殊勤務手当 ム180 I i 
増減分 i ι通勤手主 144 I I 

(2) 給料及び職員手当の増減額の明細

給 与 議
i"+-司

日時|増減額の増減事由別内訳|

弘

戸

弘

戸

花

。
，
弐
v

コ

2

5

の

A
U
L
U
 

上
一
貫

表

実

細
守

A
t
1
J

1
1ノ

rrト

区分 説 ν 明

括

~!，、
h、口

片平均昇給間差×抑制裁

i する職員数)x 1 2ヶ月

料 I7 4 2 
2普通昇給K
伴う

増加分

498l5328円×山 1矧1， e 26 

・呪 845

3.その他の
jj蛾分

当の

増減分
487 1/ 

職員手当 7 4 2 

一
九
一
介

激
一

回一戸

一

職
一
区

口
h
リ

一

級
一

控
寸

5 2 ~平 1 月 1 日

現在

11 

-92-- __:_ 93--

備 t 考

給与改定の状況

給料改定率 6.33%
前年度{給与改定実施時期

昭和 51年 4月 1日

給与改定率3.Sro
本年度{

給与改定実施時期

昭和年月日

平均昇給率 3.35<}ら

昇給期別職員数

昇給期 職員数

4月 3人

7月 2人

1 Q月 2人

1月 0人

職員の異動状況

現に在理tt
(~--_.::~<，" )そグ汗也 計
る職員数

4，500円を 5，000円忙改定



区

地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び

当該年度末におげる現在高の見込K関する調書

前々年度
分

末現在高

千円

問ー末下当問中増減む込額 当該年度
末現在高

見込額域在 高 当該年度中

起債見込額

千円 千円

当該年

金償還

度中元

見込額

千円 I fPj 

下水道事業債 82，058 7ス956 。 4， 

-9 4-

昭和 52年度

市立総合病院事業会計予算書



昭和 52年度 日野市立総合病院 事業会計予算

(総則)

第 1条 昭和 52年度日野市立総合病院事業会計の予算は、つぎに定める

ところによ る。

(業務の予定量)

第 2条 業務の予定量は、つぎのとおりとする。

(1 )病 床数 142床

(2) 年間患者数

入院

外 来

43，435人

1 2 1， 5 0 0 

(3) 一日平均患者数

入 院

外来

(4) 主要，な事業

避難誘導灯改修工事

呼水槽設置工事

看護婦宿舎塗装工事

(収益的収入及び支出ふ

1 1 9人

405 

2，008千円

2，0 0 Q 

450 

第 3条 収益的収入及び支出の予定額は、つぎのとおり定める。

収 入

第 款 病院事業収益 1， 0 9 6，2 0 2干円

第 1項 医業収益 7 2 5，8 5 9 

第 2項 医業外収益 3 7 0，0 4 1 

第 3項 特別利益 302 

支 出

第 款 病院事業費用 1，.0 9 6，2 0 2千円
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第 1項 医業費 用 1，0 6 8，9 1 8千円

第 2項 医業外費用 26，482 

第 3項 特別損 失 302; 

第 4項 予備 費 5 0 0 

(資本的収入及び支出)

め、一般会計からこの会計への補助を受ける金額は、 30 5，78 2 

千円である。

(たな卸資産の購入限度額)

第 8条 たな卸資産の購入限度額は、 19ス505千円と定める。

資本的収入及び支出の予定額は、つぎのとおりと定める0・(資本

的収入額が資本的支出額に対し不足する額51:1611千円は過年度分

損益勘定留保資金で補てんするものとするφ)

るめ定と円千nu 
nu 

門
Unu 

ま額度限の金

款

項

項

項

ス

1

2

3

雌
旧

1

第

第

第

)

4

第

金

『

A
P

借時

条一
5

(

第

第 4条

第 1 款(

第 1項

昭 和 5 2年 5月 7 日提出

収 入

資本的収入

固定資産売却代金

支 出

資本的支出

建設改良費

看護婦、准看護婦貸付金

企業債償還金

1千円 日野市長 森 田 喜 美 男

51， 162千円

3 0，0 3 0 

6 0 0 

2 0，532 

(議会の議決を経なければ流用することのできない経資 、)

第 6条 つぎに揚げる経費については、これらの経費の金額を、これら以

外の経費 K流用し、又は、これら以外の経費をこれらの金額に流用

する場合は、議会の議決を経なければならな九、。

( 1 ) 職員の給与費 7 7 6. 7 9 9千円

( 2) 交際費 4 、、 4 0 0 

(3 )食糧費

(他会計からの補助金)

第 7条 支出負担区分及び収主主的収支並びK資本的収支忙対する補填のた

1 0 6 

-98ー 一99ー
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昭和 52年 度

市立総合病院事業会計予算

実施計画及び説明書



1病院事
-業収益

昭和 52年度 日野市立総合病院事菜会計予算実施計画書

収益的収入及び支出

項 目 節 予定額

千円

1，096，202 

イ蒲 考

千円

寸一一一一一一一一ト一一一一一一一一一一 -
J 業 I I I 72 
収益 L_._I一一一_j__!_3竺竺←一一一一一一一一一一一

2医業外
収益

! 1 1 I 9，200円 (患者 1日1人あたり収
1入院収益 I 1399，602 I A )x119名 (1日平均患者数)

I I I x 365日

|入院収益:itI 399，602川

I I I 2，480円 (患者 1日1人あたり収入)
2外来収益 1 I ろOt320 I x405名 (1日平均患者数 )x 

ろその他
・医業収益

i A 受取利息
1・及び配当

金

2他会計
・補 助金

」一一一一一一ーし一一一一一一一一一一__3_立山一
外来収益 3 0 ~， 3 2 0 

室料差額収益
L一一一一一一一一一一一一
|公 衆衛生
い活動収益

T医療相談!~1_1，竺i血人健康診断 iiL一 一

受託検査施設| ん A '"' 

利用収 主主 ! ι，I I U 

伝染病患者診 I "門門 門 |
療受託料.c，uU U I 

長也邑ιz刺i 41川20計OH|

預金刺息

87i-一 一 一

五二十一一一一一

l他会計補助金 I2 45，1 7.9 

4引160 i 
一 一 「

!市町村公立病院運営事業補助金 1 

4史160 42，600 I l院内保育事業運営費補助金 2560 l 
特殊診療部門運営費補助金 4，000 



款 項 目 節 予定額 備 考

4.負交付担金金
千円

60，603 

枝企准オ吉業ー看正プ債護セy婦元ンシス利養タミ子成償ーム還費往金診 847 
負担金交付金 60，603 1 5，468 

5，7 67 
医委託料 20 

救市入高医急度町師院指村研医助定特究療増産研別tて嵩修費交か経付費か費税る増 17， 748 
60 

1，263 
1 2.794 

嵩経費 6.636 
ー

5.食患者収外給益 7， 625 

患者外給食収 ス625 職員食 4.1 1 0 付添食 3，51 5 
益

6.その他医 6.599 
業タ同文益

ーー
不 用 口ロ口

売却収益

そ 。〉 他 6.598 南多摩東部共立病院補償補てん金
医業外収益 4，000 

電話使用料 1，556 
ガス使用料 1 !2 2 

売託そ唐児の使用科他料
600 
1 20 
200 

一一一一一一一一一一，

3.特別 302 
利益

1.固売定却資産益

固定却資 産
売益

『ー

2.過損益年修度正

議益句彦警
300 診療報酬査定増等

3.そのイ由 1 
特別利益

特そ の他
| 別利益

支出

款 自 節 |予定額項 備 考

1.病院事
業費用

I . I 
-104-

、

.‘ ‘ 〆， 千円

1，096.202 
千円

1.医業
費用

1.068，91 8 

1.給与資

'一.

料)

|医 師 給

看護婦給

医療技術員給

事務員給

労務員績

I (手 当)

医師手当

看護婦手当

唱医手療技術員当

P 
'1'事務員手 当

コ t労務員手当

(賃 金)

医 自市 給

看護婦給

医療技術員給

事務員給

労務員給

(報 酬)

委 員 報 酬

法定福利費

退職給与費

I 2~材料費!

;53，681 I医師 16名

1 53，1 82 I看護婦、准看護婦、助産婦 85名

42.354 I医療技術員 22名

5号889 j事務員、保母 21名

…国竺 27名

81，69 2 

1 42，741 

3ス641

36，045 

4ス143 

扶養手当ス956特殊勤務手当 3引842

管理職手当 18，529 調整手当 29，461

時間外手当 12.805 夜間勤務手当

住居手当 ~682 ~731 

通勤手当ス191 期末動勉手当

児童手当 120 20~965 

宿日直手当9，980

45，659 

35，351 

6，655 

1 60 

922 

2.571 

耳鼻科、皮ふ泌尿器科、産婦人科、小

児科外来診療医師 24.7 48 当直医師

1 0，603 外来看護婦(5名)4.503 

病棟看護婦(1名)1，432 助産婦当

直 720薬剤師 160事務員(保険請

求事務)922託児室保母助手(4名)

1，890 看護助手 681

一一山一…
96 

96 i病院運営委員会委員 96

l共済組合負担金他

斗

-'-1 05-



款 節 款

手円

目項

薬品費

診療材料費

一 一一 -
予定額 考f悶

千円 I 千円

1 42，396 I内服薬 83，460. 注射薬手ス 194
外用薬 12，51 7 試薬外史225

1ス152 I X線フィルム広837 現像定着液、
61 0- 衛生材料る，490 滅菌パ
ッグ 1，287 注射器吹42 注射針
1，，2 9 2 縫合糸 9-66 酸素笑気ガ 1

ス 1，210 脳波心電図記録紙 660
手術用ゴム手袋 418 人工骨頭他
440" 

一 一
[給食材料費 I .2ス437

医療消耗備品

3.経 6 費

報償費

ー一-

1，950 

患者食 11 6匂x365日

鉛子類 200 摂子類 100 勢刀類
1 00 尖万類 300 カスト・トレー
類 200 手術用器具 200 X線用
器具 200 救急、用器具 350 検査
用器具 300

ー→

73.81 6 

2ヲ4計特殊診療医師1.080 麻酔-医 600
緊急手術時招へい医師 540
特殊検査医師等 720

費
一
費

通
一
服

交
一
被

費
一
員

旅
一
職

1，31 4 I普通旅費

1，61 5 I看護衣 412 子防衣 124 看護帽
:子18 看護靴 196 三角布 4
靴下 153 医師用術衣 160 手術
府下着 105 看護術衣 24 手術用
l帽子 10 診療衣 171 調理衣(上
下).84 長靴 51 前掛 40 事務
服 43 作業衣外 20

消耗品費 4，21 0 Iカルテ用感圧紙類 1，300 トイレット
べ~ミ- 320 洗剤・石けん類
500 ゴム印 120 文具類 420
盛光管類 100 タオ Jレ踊類 250
食器類 700 医療消耗品 500

1，394 I患者待合用長椅子(1 0台)200 
会議用椅子 (40台)1 40 洗濯機
( 2台)50 保管庫(3!台)240 
保管棚(3台)45 椅子(5脚)
30 医師用机及び椅子(2組)
1 30 ロッカー(5台)I 60 医
療用消耗備品 399

消 耗 備 品 費

光熱水費

燃料費

1 8，643 I電気料ス 778 水道料 8;3ヲ6
ガス代 2，4.69

5，4791 ボイラー用重油'5，168 ガソリン
238 白灯油 34 プロパンガス 27 
自家発電用軽油 12 

ム106-

項 目 節 イ蒲 考

食糧費

印刷製本費

予定額

1，652 

千円

106 招へい医師食事代 30 会議賄費
70 運営委員会時茶菓子代 6

薬袋 268 外用薬レッテJレ56
レントグンレッテル 84 収入・支
出伝票 40 決算書 35 庁内
印刷用版下、フィルム等 136 

カルテ検査伝票等印刷代 926
医学雑誌合冊製本代 100 
その他 7

1医療機械器具 3，000 建物 1，100 
いKイラー及び電気設備関係 1，400

修繕費 5，500 

保検料

賃借料

委託料

4，898 

20，357 

費
一
費

搬
一

運
一
会

通
一
諸

"'-1 07-

3，880 

527 医師賠償責任保険 442 自動車損
害共済 35 建物共済 48 保育
室保育児災害保険 2

基準寝具借上料 4，392 当i直室寝
具借上科 146 複写機借上料
240 ポケットベルト借上料外
120 

l清掃委託料 8，736 検査委酬
4，003 おむつ洗濯委託料 1，012 
白衣・予防衣等洗濯委託料1， 584
胸衣処置委託料 528 エレベータ
ー保守委託料 528 冷房機保守委 a 

託料 729 便器清掃及び保守委託 ! 
料 440 電話交換機保守委託料 1 
360 フイJレムパッ矧佐諸制i52 I 
給食リフト保守委託料 120 自家
用電気工作物保守委託料 308 X 
線胸部間接撮影委託料 320 院内
消毒委託料 435 X線漏えい線量
測定委託料 11 0 自動火災通報装
置保守委託料 42 自動火災報知設
備委託料 192 レセプト計算委託

l料378 一一料240自家発電装置保守委託料120 オ

『プンシステム往診医委託料 20

電話料 3，780 切手、はがき代 100

791 南多摩医師会費 162 南多摩医師連
盟会費 40 東京都医師会費 45 日
本医師会費 40 日野医師会費 35
全国自治体病院協議会費 80 三多摩
公立病院運営協議会費 90 日本及び
東京衛生検査技師会費 45 南多摩地
区病院事務研究会費 12 八王子、日
野保健所管内病院婦長会費 5 日本
及び東京放射線技師会費 40 日本産
婦人科学会費 10 日本看護協会費 60
日母、東母会費 25 全国自治体病院
協議会々貨 35 八南助産婦会費 5

i慶応義塾大学関連病院長会費 25 日



款 項 イ庸 考目 節 予定 額

雑 費

交際費

4.減償却価費

i建償物却減価費

減構価償築却物費

器価械償備却 品
減費

車減 r 輔費 e 

価償却

ー

r 

干円 I 下円

野防火管理者研究会費 4 東京都病
院薬剤師会費 30 東京ボイラー技
士，協会費 5

1 1 0 I麻薬取扱申請手数料 8 解剖弔慰
金 12 病理解剖及び保存費 40
広告料 50

400 

26，1 26 
ー一

5.資産
減耗費

棚卸資 産
減耗費

固定資産
|除去1j 費

6研究 l
研修費

史127 

344 

‘ 

3，240 

研究材料費

金
一
費書

謝

図

旅 費

350 I 医学研究用材料 320 講習会テキス
ト等 30

招へい講師謝金

医学図書 600 厚生法規外 376

医師及び技師看護婦等学会出席旅費

学会出席者会費等

240 

976 

1，476 

198 

26，4 8 2 

1 4，403 

1 0，403 

4，0 00 

研 究 雑 費

2.医業
外費用

1.支払利息

息
一
金
息

剤
一
入

債
一
借

業
一
時

企
一
一
利
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一町
款 項 自 節

、

考イ庸

千円

2.食患者材外料給費
6，31 0 

6，31 0 I職員食 3，990材患者料外給食費
付添食 2，320

3.准看護婦
養成費

ふIi、与ロ 与 費 4，33少l白 委託生徒 6名分給料 3，156 手当

1，1 22 法定福利費 61

1，428 ' 授宿宿1業0舎舎借料電上制気4料2限・6代ガ4 入学教金交科5書通口費代受五5 験料
経 費

1 3 5 "z Jitlif 3 1 2 

2 0 ~:.t4W1t 3_ ~ . 
ス、水道料 40

4雑損失 2 

不却用原 品
売価

その他雑損失

3.特別 302 

?員失

1.売固定却資産損
._， 

固売定却資産損

『←

2過損益年修度正

過 年 度 300 
損益修正

一一一
3.その他
特別損失

特その他
別損失

4.予備費
500口上| 

11予備費 50 

予 備 費
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資本的収入及び 支 出

収 入

款 項

1.資本的収入

1.固定資産売却
代 金

支 出

款 項

1 …出 ~惜一建

2.看護婦・准看
護婦貸付金

3.企業債償還金

目 節

代 金

目
一「一一

節

11.改 良費

2.有形固定資産
購入費

予定額 イ庸

千円

予定額

25，500 

備

呈4妥

一一

二キι
'句

有形固定資産 I25，500 I自動血球計算器外
購入費 I I 

~.... I 600 I ---..._-
E 一一一一

1看護婦・准看 I I 600 I 
護婦貸付金! I 1 

看護婦 ・准看 I 600 I 
護婦貸付金 I I 

1企業債償還金 1 I20，5 

l-ーーーー

;企業債償還金 120，532 『一

資本的収入額が資本的支出額に不足する額 51，161 千円は、内部留保資金で補て んする。

-11 0--

昭和 52年度 日野市立総合病院事業会計資金計画

〈単位千円)

区 分 前年度決算見込 当年度予定額 増(ム印減は滅)

3民z: 入 資 金 1， 0 6 6，7 4 0 1. 1 8 0，6 6 6 1， 1 3，9 2 6 

事 業 収 益 653，573 6 6 2，8 5 2 守、 279

前年度未収金 7矢189 8 6，8 0 0 ス611

34，903 
。 ふ ろ4，903

他会計負担金 6 1.8 4 9 6 0，6 03 ム 1，246 

他会計補助金 1 1 8，1 9 6 2 4 5，1 7 9 1 2 6，9 8 3 

都 補助金 4引16 0 4引160 。
企業債 。 。. 、 。
一 時 借 入 金 20，000 50，000 30，000 

i固定資産売却代金 。
前年度繰越金 4女869 2， 6，0 7 1 ム23，798 

| 支払 資 金 1， 0 4 0，3 9 9 1， 1 7.，1， 7 8 7 1 3 1， 3 8 8 

事業 費 用 8 9 3，1 8 5 1， 0 2 4，3 0 5 131， 1，20 

前年度未 払 金 41， 201 4 1，6 2 o. 6 1 9 

貯 )或 口仁コ口
ト

3，7 ，3 0 4，50 0 770 

建 5ミE又fL 改 良 賀 20，005 3 0，0 3 0 10，025 

看護婦貸 本f 金 。 600 6 0 0 

企業債償 沼、I:H主L 金 1ス278 20，532 ろ，254

一時借入金返済 6 5，0 0 0 ム15，00 0 

差 ヲ! 2 6， 3 4 t I 8.8 7 9 ム1ス462 1 
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昭和 5 1年度 目野市立総合病院事業会計予定損益計算書

(昭和 51年 4月 1日~昭和 52年 3月 31日まで)

1.医業収益

( 1 )入院収益

(2) 外来収益

(3) その他医業収益

2. 医業費用

(1 )給与費

(2) 材料 費

(3) 経 費

削減価償 却費

(5 )資産減去毛賛

同研究研 修費

医業損失

3. 医業外収益

(1 ) 受取利息及び配当金

(1) 他会計補助金

(3) 都補助金

( 4) 負担金交付金

(5) 患者外 給 食 収 益

(6) その他 医業外収益

4. 医 業 外費用

( 1 )支払利息

(2) 患者 外給食材料賛

同准看護婦養成費

(4) 雑 損失

経常利益

5 特別利益

(1 )固定資産売却益

(2 )過年度損益修正

(ろ)その 他 特 別 利 益

6 特別損 失

( 1 )固定資産売却損

(2) 過年度損 益 修 正

(3 )その他 特 別 損 失

当年度 純損失

前年度繰越利益剰余金

当年度未処分利益剰余金

3 9ス262

301， 241 

2 6，9 1 1 

6 7ス745

1 6 8，0 6 1 

6 6，0 9 2 

2 6，0 1 9 

0 

2，224 

1， 0 7 1 

1 1 5，1 7 6 

4 9， 1 6 0 

6 1， 8 4 9 

6，34 3 

ス545

1 2，64 8 

5，095 

8，1 7 4 。

12 

288 

0 

D 

1， 0 0 2 

0 

-112ー

7 2 5，4 1 4 

9 4 0，1 4 1 

2 4 1， 1 4 4 

25，917 

3 0 0 

1. 0 0 2 

(前年度)

(単位千円)

2 1 4，7 2 7 

5 0 0 

2o 2 

25，208 

25，0o 6 
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昭和 5 1年度 日野市立総合病院事業会 計予定貸借対照表(前年度)

(唱和 52年 5月31日)

資 産 の 苦日 負 債 の 音日

固定資産
千円 千円 千円 4. 流 動 負 債

千円 千円 手円

(1 ) 有形固定資産 (1 )一時借入金 。
イ)土 地 5，598 (2) 未 千五 金 41， 82(I 

ロ)建 物 25ス504 (3) 前 ~ ~ 800 

建物減価償却引当金 54，855 202.649 
(4) 預 り 金 1 0 

ノ、)構 築 物 ス244 流動負債合計 43，630 

構築物減価償却引当金 1，41 8 5，826 負 債 ρIコ、 計 43，630 

ニ)器械 備品 1 60，680 資 本 の 音E
ー

器械備品減価償却引当金 87，156 iJ 3，5 24 5. 資 本 金

ホ)車 輔 1，533 (1 ) 自 己資本金 1 76.80 2 

車輔減価償却引当金 1，1 00 433 (2) 借入資本金

有形固定資産合 計 288，030 
」人工二 業 債 1 56.608 1 56，608 

(2) 無形間定 資産 資本金合計
333，41 0 

イ)電話加入権 102 1 02 6. 乗lj 余 /耳¥ 

無形固定資産合計 1 02 (1 )イ 資本庫 剰余金
)1盟 補助金 6，941 

固定資産合計 288，1 32 
ロ者13 補助金 9，067 

ハ)受贈財産評価額 395 

2. 流動資産 資本剰余金合計 1 6，403 

(1 ) 現金 預金 26.341 (2). 利益剰余金

(2) 未 収 金 86、800
イ) 剰当年度未余処介利益金

(3) 貯 蔵 ロロロ 1 4，000 
一 一

繰越利益剰余金年度末 22，032 
残 向

流動資産合計 1 2ス141 当年度純損失 202 

利益剰余金 合 a 言十 ;21，830 

剰 余 金 ムロ 38，233 

資 本 金 ぷに31h 
371，643 

資産合計 4 1 5，273 負債 . 資本合計 41. 5，273 
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昭和 52年度 目野市立総合病院事 業会計予定貸借対照表(当該年度)

(唱和 53年 3月31日)

資 産 の 部 "..-町叩ーー ，司 '・

負 債 の 部

固定資 産 平内 千円 F 千円 4. 流動負債
干円 千円 手円

(1 )有形固定資産 (1 )一時借入金 。
イ)土 地 5，598 (2) 未 払 金 42.000 

ロ)建 物 260，034 
(3) 前 '5古ζ2， ~ 、h 800 

建物減価償却引当金 63，982 1 96.052 
(4) 預 り 金 1 0 

一一
ハ)構 築 物 引244

流動負債合計 42.81 0 

構築物減価償却引当金 1，762 ス482
負 債 ムロ 計 42.81 0 

ー

ニ) 器械 イ蒲 口r::J口 1 86.1 80 資 本 の 部
園町・4・ “ 

器械備品減価償却引当金 1 03，69 4 82.486 
5. 資 本 盆

ホ)車 輔 1， 533 
(1 )自 己資本金 1 76.802 

車鞠減価償却引当金 1，21 7 3 1 6 
(2) 借入資本金

有形回定資 産合計 2 91，934 
企 業 債 1 36.078 1 36.078 

(2) 無形 固 定 資産 資 本金合計 312.880 

イ)電 話 加入権 1 02 1 02 
6. 剰 余 戸z、

無言十固定資産合計 1 02 
(1 )資本剰余金

(3) 投 1 資
イ)国庫補助金 6.941 

イ)看護婦・准看護婦貸付金 600 600 
ロ)都 ネ南 助 金 引067

投 資 メEbコ、 百「
，、. 

600 
ハ)受贈財産評価額 395 

固定資産合計 292.636 
資 本剰余金合計 1 6.4 03 

2. 流動 資産
(2)利益剰余金

イ)当年度未処分利益剰余金
(1 )現 金 預 金 8，879 繰越利益剰余金年度末残詰 21， 830 

(2) 未 収 金 78，4 08 
当年度純利益 50D 

(3) 貯 蔵 nロロ 1 4，5 00 利益剰余金合計 22.330 

流動資産合計
剰余金合計 38，733 

資 本 ムロ 計 351.61 3 

資 産 メにb1誌 計
負債・資本合計 394，423 

-116一 -117-



給与費明細書
1 総 括

‘区
職 員 数 給 与 費 法定

分 合計
特別職 一般職 報酬 給 料 賃 金 手当 言十 福利費

本 損益勘定支弁職員 8人 j 77f 96 干円 346，415円4 5，65争円 351，264円 74 3，4 3 4Pl 37，584円 781.口 18円

年 資本勘定支弁職員 。 。 。 。 。 。 。 日 。

i 度 メ日入 計 8 1 77 96 346，415 4 5，659 351，264 743，434 37，584 7 _8 1，..0.1 8山

前 損益勘定支弁議員 8 1 7 3 84 316，852 39，586 31 8，841 6 7 5，36 3 3 1，509 706，872 

年 資本勘定支弁職員 。 日 。 。 。 。 。 。 。

度 JロL 言十 B 1 73 84 316，852 39，586 31 8，841 6 7 5，36 3 3 1，509 706，872 

損益勘定支弁職員 。 4 1 2 2呪563 6，073 3 2，4 2 3 68，071 6，075 74，1 46 
比

資本勘定支弁職員 。 。 。 。 。 。 。 日 。

較
合 計 。 4 1 2 29，563 6，073 3 2，4 23 68，071 6，075 74，1 46 

扶 養 手 当 7，956 調整手当 2呪71 4 管理職手当 18，529 住 居手 当 呪68f:[l 

手 当の 内訳 通勤手 当 7，1 91 宿日直手当 9， 980 時間外手当 13，045 期末勤勉手当 204，594 

特殊勤務手当 5呪842 夜間穀務手当 5，7 3 1 退 機手 当 5，日日日

一般職員一人当り給与費の状況

区 分 1人当り給与費

本年度 3，91 3 千円

前 年 度 3，646 

初任給の状況

区 分 学歴 医師 看護婦 医療揃開 事務員 揃開務員

高校卒
円

8スo0 Ifl 90，0口口円 87.00 Ifl 87，000円
52年1月1日現在

大学 卒 168，800 99，3 'J 0 1 0 2，50 0 P史300 99，300 

高校卒 82，20日 8 5，0 0 0 8 2，2 0 0 8 2，20 0 
51年1月1日現在

大学卒 1 58，60 0 9 3，7 0 0 9 6，7 0 0 9 3，7 0 0 9 3，7 0 0 

平均給与月額及び平均年令の状況

区 分 医 師 看護婦 医療技術員 事務員 技能労務員

平均給料月額 T4122l9 q 165.650 lq 1 51，680 円 157，333 円
52年1月1日現在

平均年令 46.0 33.3 34.5 3 3.2 42.0 

平均給料月額 249，387 1 36，1 22 1 4呪77 5 1 41，91 1 1 4 2，6 74 
51年1月1日現在

平 均 年令 4 3.3 31.1 34.0 3 2.5 41.0 

等級}jIJ職員数の状況

区 分 等級 医 師 看護婦 医療技術員 事務員 櫛佐労務員 F簡 委話生徒

T等級 。 。 1 。

2等級 1日 1 。 1 。

5等級 2 5 4 2 。 8 
52年1月1日現在

4等級 45 1 5 1 2 25 

5等級 24 1 4 2 

言十 1 3 75 20 20 27 日

1等級 日 。 1 。

2等級 1 2 日 。

5等級 5 4 4 2 。 1 0 
51年1月1日現在

4等級 31 1 3 1 2 21 

5等級 33 5 5 6 

計 1 6 69 20 1 9 27 1 0 

-:-11:8ー

2. 給料及び手 当の増減額の明細

区分 増減額増減額の増援事由別内訳 説 明 備 考

千円 乎円
1.給与改定~伴う 給料表仁)・・ ・医師 給与改定の状況

婚力日分 9， 85日 表上 5.96 % 実質 5.87% 1 (給料の改定率 6.24%

給料若者一)…・・医師以外の織員 前年度 ¥i給与改定実施時期

表上 6.29 ~忠 実質 6.38%1 51年 4月 1日

の改定

2普通昇給に伴う (平均昇給間差額×現K在職す 平均昇給率 3.33%

給料 29，563 増加分 る職員数)X 12ヶ月 (昇給湖) (職員数)

10.1171 _...__.r 4月 51人
。 5，439円X1 55名X12ク月 昇給期}jlj J 7月 41 

職員数 1 0月 34 

1月 29

職員数の異動に係る増加 職員数の異動状況

3.その他の増滅分 8，7 1 2千円 (現K在織す)(その他)(計)
給与改定留保額 る犠員数

司5961 52年度 51年度 本年度 163人 14人 177人

(3.5%) (3.5%) 前年度 1 63人 1 0人 1 73人

11，609千円一 10，7 2 5干円 増減 。人 4人 4人

=884千円

1特殊勤務手当の 年末年始勤務手当の改定による 特殊勤務手当の状況(1人平均月額)

増減分 991 増加額 364干円 医師看護婦その他

急患手当等受給対象数の増加に 本年度

よ る矯加額 627千円 前年度

減末 ・勤勉手当の支給率

2期末 ・勤勉手当 給与改~1J'てF職員 数の矯加に係 本年度r:支給期 6月 12月 5月

の増減分 1 8，850 る増加額 1支給率 2.47:月五4ヶ月 0.5ヶ月

前年度j支給期 6月 12月 5月
l支給率 2.5ヶ月 5.35ク月 0.5ヶ月

3.調整手当の鳩減 給与改定及び職員数の増加に係 (本俸+扶養手当 +管理手当)

手当 3 3，423 分 2，626 る増加額 X8% 

配偶者手当 6，000円を 7.000円に

4.扶養手当の増減 1，356 改定に よる増加額 改定

分 その他 4，500円を 5000円に

5.住居手当の増減 654 改定Kよる増加額 4，500円を 5，000円に改定

分

6時間外手当の増 1，61 7 給与改定に伴なう矯加額

減分

Z夜間勤務手当の 693 給与改定K伴なう矯加額

増減分

8.管理職手当の増 給与改定に伴なう矯加及び受給

減分 3，023 対象数の増加(1名)に係る増

方日額

国鉄運賃改定に伴なう増加額

Rその他の増減分 2，6 1 3 1 2，3 6 1干円

宿日直手当の改定Kよる増加傾

252干円

-119--
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昭和 52年度 目野市受託水道事業特別会計予算

昭和 5 2年度日野市の受託水道事業特別会計の予算は九次に定

めるところによる。

(歳入 歳出予算 )

第 1条 歳入。歳出予算の総額は、歳入・歳出ぞれぞれ68ス04。
千円と定める 0

2. 歳入。歳出予算の款項の区分及び当該医分ごとの金額

は、 「第1表歳入。歳出予算」 による。

( A支出予算の流用)

第 2条 地方自治法 22 0条第 2項、ただし 書の規定により¥

歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場

合は、次のとおりと定める。

(1 ) 各項に計上した給料、職員手当等および共済貿 K係

る予算額に過不足を生じた場合における同一款内での

これらの経費の各項の間の流用。

昭和 52年 5月 7日提出

日野市長森 田 喜美男
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第 1表歳入・ 歳 出 予 算

歳入

款 項

都 支 tLi /玄E斗E 

委 託 金

2. 三者 収 入

受託事業 収入

歳 入 メにコh『

歳 出

. 
款 lJi 

受託水道事業伐

木造-管珂!1:1，1 

2 i主投改良'[~

歳 出 メt3Ih 計

-124-

金 額

も 7 9.、 7 7 C 千円

も 79.、 77も

ス270

ス270

6 8ス040

金 得{

千円
6 8ス040

4 2 0， 6 2 0 

2 6 6，4 2 0 

6 8ス040

昭和 52年度

受託水道事業特別会計予算

実施計画及び説明書



歳入歳出予算事項別明細書



1. 総括

歳入

款 本年度 予算煩 前年度予算客員 比 較

千円
6 9 9.、629千円

千円 |
1.都 二，人千a 金 679，770 ム19，859

2.諮 収 入 ス270 ス700 ム430

一
夜 入 合計 6 8ス040 7 0ス329 ム20.2 8 9 

‘
 

!

l

il

i

-

-

-

歳出

本年度 |前年度 本年 f廷の財源内訳

特定財源 |一郎

国都 I，.， L ，，'~ I吋 I ，.， I抗

了 |地方債 |そ の他| 財源支 出金 I~""" ./ J '.....， I --， "-' I 

67ちと77 0 I 0 I ス270
千円。

歎 比 較

予算額 |予算額

受 託 | 千円| 干円 | 干円

1.ポ 道 1'68ス04CJ 170ス329 Iム20，28 9 
事業費

剛一87，0 40 170ス329 1位 0.289

ト ー 同 一

。|ス270o79，770 。

• 

a 
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2. 歳入

紛 1 都支出金

伺 1.委託金

-
'・

節
目 前年度 比 較

区 分 金 額

千円 千円 干円 千円

1.水道事業委託金 679，770 699，629 ょうJ引859 1.水道事業委託金 67明770

‘ 

679，770 699，629 ど~1 司859/////J/ / 

金託委蛾
一六事

1

1

1

1

「
L
M
i-l

説 明

千円

一 一 」
(款都支出金)

関1. 受託事業収入

日 本年度 前年度- 比 較
節

区 分 金 額、

千円 千円 千円 千円

1.下水道使用料徴 ス270 ス700 ム430 1.下水道使用料徴 ス270
収事務委託金 収事務委託金

計 ス270 ス700 ム430~ / 

説 円
刀

「仁

千円

下水道料金徴収事務委託金

(款諸収入)

-130ー -1 31-



3. 歳 出

制 1 受託水道事業費

~1. 水道管現費

本 年 度の財源内 訳

日 本 年 度 前年 度 比 較 特 定 i有

面7国都支出金 地方債 ぞの 財 源

ーー

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1浄 水費 181，560 1 56，670 24，890 181，560 o 、 o 。
2 給

一

一

回
川
i

一

一

「

一
干

8

:

!--

一

A
H

一

一

一

つ
ι

一

行

一

円。

ょ

一
金

一

一

節

一

料

4リ

凶
wu

ユコル

‘
且
寸
J
E
J

円ロ
〆

1
1
1
1
11
1

11
1
1
11
11
'
i
↓1
1
1
1
11
1
1
 

凶
川fT

 

ろ5，242

5， ，3 3 1 職員共済組合負担金他

3 7 普通旅費9.旅 費

1. 需 用 費 8ス226 長俊 ~R 費 1 7 4 

傍消耗品費 1， 3 2 3 

光熱水 費 278 
、動 カ 費 8 4，4 2 0 

:燃 来年 安? 384 

印刷製本費 117 

112 役

修 本善 費 5 3 0 

務 費 200 通信運搬費 1 5 6 

手 数 料 4 4 

1 3.委 託 料
1 

浄水場電気工作物管理8，000 3，264 

言f装設備保守 4‘1 6 9 

浄 ・配水場及び水源用地除草他 5 6 7 

1 4.使用料 及び 501 東電共架料及び通信回線使用料

管- l必lヨk 料

1 5. 工 事請負費 浄水場補修工事他

1 6.原材料 費 1， 1 7 5 液体塩素

。浄水事業経費

一 特i機 2 0人

(款 受託水道事業費)

~132- -1'33-



舗 1 水道管理費

..--

町一目

「
2.配水

本年度の財源内訳 1 
比較|特 定 財 源 | 一 般 !

一 日正|財源
2dj16dJ! ?l y!一千j

一一←一一一一一一一一

3.給水費 I46，590 I 41，200 I 5，390 I 46，5卯 。 。 。

=-134-

節

介

i 2給料

3. 職員、手当等

4. :t~ 償t 費

9. 1tr~ 費

用 費

1 3 委 託 料 |

i 4.使用料及び

賃 よ!士日Eェ 挙ト

i 5.工事請負費

1 6.原材料費

2. 給 料

3. 職 員手 当 等

4. 共 済 費

呪 ifそ 費

明

千円

。配水事業経費

一般職~ 1 1名

6 2 普通旅費

714 被 服 費 1 5 4 

備消耗品費 310 

印刷製本費 1 5 0 

f彦 繕 費 i 0 0 

3，560 消火栓@仕切弁等

1 7 8 水道管布設に伴う借地料

配水管移設

1. 4日日 | 配水管復旧用者器材

1 6，2 6 0 ! 0給水事業経費

一般職 8人

1 3，4 7 2 

2，266 職 員共済組合負担金他

2 3 i 普通旅費

一一一 一一一
(款 受託水道事業費)
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駒 1. 水道管理費
...._-一

本年度の財源内訳 節

日 本年度 前年度 比 較 特 定 財 す原 一 般

国都支出金 地 方債 そのイ 財 溺{
区 額|

説 明

千円 千円 千円 干円 千円 千円 心 千円

需用 669 被 月度 耳目t 1 1 2 

備消耗品費 268 

J検"ぃ、 挙ト 安 5 9 

印刷製本稜 2 0 

イ修 繕 費 210 
'_、

1 2，2 0 [) 漏水工事及ぴ検満:震水器取替

1， 7日日 l 給水関係材料

一

4.'受 託 6，320 6，1 59 1 61 6，320 。 。 。 給 料 3，1 1 7 1 0受託事業経費

事業 費 一 般 職 2人

2，6 1 8 

4.共済費 439 ! 職員共済組合負担金他

、

呪 旅 費 : 2 0 普通旅嬰

用 受 1 2 6 被 服 費 2 6 

備消耗品費 8 0 

印刷製本費 2 0 

5.業務費 116，880 1 08，500 8，380 109，610 口 ス270 。 2. 給 料 39，131 1
0 業務経費

一般職 2 0人

3. 職 員手当等

4.共 済 費 5，627 職員共済組合負担金他

」

(款 受託水道事業費)
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伺 1. 水道管理費

本年度の財源内訳 節

日 本年度 -~j年度 比 f安 特 定 財 j京 一 般 説
:介

明
IX 合. 額

国都安出金 地 方債 その他 財 iWi 
一

千円 千円 千円 千円 干円 千円 千jlJ
千円

I 7. 賓 金 1， 6 6 3 

呪 1熊 5法~ 3 5 3 普通旅費

-ー

1 O.交 際 費 1 5 0 受託水道事業に伴なう 交際費

1 1. 需 府 :夜 5，553 被 月度 費 1 3 2 

{蔚消耗511費 1， 2 2 1 

光熱 ~d'て費 695 

燃 挙十 費 1，43 5 

印刷製本費 1， 1 4 0 

修 繕 費 880 

食糧 費 5 0 

務 通信運搬費 1， 2 1 7 

手 数 料 3，234 

保 険 来ヰ 408 

ω 

1 3.委 託 料 1 5，8 9 9 料金計算事務 4，1 5 0 

検針 事 務 2，1 3 0 

集 金事 務 6， 4 8 2 

庁舎警備等 3， 1 3 7 

1 4.使 用 料 及 び 1 0 白動車借上料

賃借料i

1 9. 負担金 、補助 230 負 担 金

及び交付 金 日本水道協会他

L一一一一

(款 受託水道事業費)

-138- -1 39ー



関 1. 水道管理費

本年度の財-

日 本年度 前年度 比 較 特定財

千円 千円 千円 千円| 千円

， 

. 
・ー

計 420，620 379，729 40，891 41 3，350 。

節

|区 円労 金 額
説 ロ

叫
J

口
Uノ

22.補償、補填及

び賠償金

~~ I科目存霞

1 1 2 I 自動車重量税

8，4 1 2 I 一般会計繰出金(，i翠給及び退職年金分)

(款 受託水道事業費)
7"140- -141-



紛 1 受託水道事業費

倒 2 建設改良費

本 年度 の財源内訳 節

一一目 本年度 前年度 上む 車を 特 定 財 i1]{ 一 般

|調都支出金 地 方債 その他 財 iJ~f{ 
区 介 金

zifU.44 f 明
容質

千円 千円 千円 千円 千円 千円
千0円I

1水 道 6呪420 50，600 1 8，820 6虫42D 。 。 千円 千円

1 5 工事 j帯魚殺 1 4，7 0 0 o水道改良続捜

改良 費

L-- 消火栓及び配水管負担工事

1 8.術品購入校 54.720 j議水探
、 I~r 動車 2，620 

2水 i誼 1 9ス000 27ス000ム80，000 1 9ス000 。 。 。 2. 符; 学ト 3，3 3 3 。水道建設経佼

建設費
、

τ・ 一般l限 2人

3.職員手当等 2，842 

4 共 済 費 468 職員、共済組合負担金 {l~
トー

9. 旅 費 4 9 普通旅費

.一
1 1 得 府 f自 1，0 0 4 おJ支 月反 1~ 3 1 

fJiN消耗品位 2 7 0 

燃 事} '{'l 262 

印刷製本伐 1 9 1 

修 結} 1伎 250 

1 3. 委 託 来↓ 1， 3 0 4 都道舗装復f[!監督

1 5 工事請負費 1 8 8，0 0 0 配水管布設工事

ト一一一一

266，420 32ス600L~6 1， 1 80 266，4 20 。 。 。
」 ζ/////////一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一1

(款 受託水道事業費)
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区分 増減額 増減額の増減事由別内訳 説 明 備 考

千円 千円

給料 ヌ629 1.給与改定忙 ス001 5 1年度当初 給与改定の状況

伴なう増加 1 1 0，2 5 2 x 1， 0 6 3 5 給料の改定率 6. 3 5婦

分 =117，253 前年度{給与改定実施時期 1 2月

1 1ス253-110，252 給料の改定率 可b

=ス001 本年度{給与改定実施時期 月

2.普通昇給K 2，628 I平均昇繍 平均昇給率 3. 7 % 

伴なう増加 4，684 x5 61ク月 (昇給期) (職員数)

分 = 2，6 2 8 2 8人

昇給期月IJ I 7月 1 6人

職員数 0月 8人

1月 1 1 ノ九

1調整手当の1 1102 給与改定K伴なう 増 調整手当の支給率

手当 増加分 | 額

前年度文給率 8% 

本年度支給率 8% 

期末・ 勤勉手当の文給率

手当の増 文給期 6月 1 2月

分 本年度 {支給率 2. 4ヶ月 3. 4ク月

{文給期 3月 言十

支給率 0.5ク月 6. 3ク月

前年度 f文給期
6月 1 2月

文給率 2. 5ク月 3.35ク月

(文給期 3月 計

支給率 0.5ク月 6.35ヶ月

23 扶養、住宅手当の月 扶養手当 57 1 通勤手当ム21 千円

額改定 管理職手当 236 住宅手当 267

その他は、 給与改定 超過勤務手.当ム772 夜勤手当

Kよる。 乙~ 1 4 3 特殊勤務手当ム11 5 

ι一 一一

給料及び職員手当の増減額の明細(2) 
業
tコ'-l

m同+ボー明費与給

2. 一般職
( 1 )総括

メ』
に3共済費

226，300千刊 1 6，930千円

218，261 113，983 

8.0 3 9 I 2;9 4 7 

計

費

料 |職員 手 当

1 2ω70千円110 6，1 3 0千円

|汁 11;;;;E

扶養手当 4，345 調整手当10，41 6期末手当

与給

給酬1

。 千円

報

山一

υ

職 員 数

本年 度

前 年度

較

区分

上ヒ

1 3，1 94 千円

5，840 超過勤務手当

事務職

1 72，8o n円

3 4才

15 8，6 0o fIJ 

3 5才

区 分 事 務 1織
一

5 2年 4月 1日
1等 級 1人 4等 級 4 2人

現在
2等級 3 5等級 1 2 

3等 級 5 計
一一

6 3 

5 1年 4月 1日
1等 級 4等 級 3 8 

現在
2等 級 2 5等 級 1 6 

ろ等級 6 計 6 3 

勤勉手当5ス238，

4，475 

1， 787 

1人 当 り給与費 1 

5，5 9 3 ，判官 1 

3，4 66 I 

平均給料月額及び平均年令の状況

区

5 2年 4月 1日

現 在

5 1年 4月 1日

現 在

特殊勤務手当

事

3，77 i管理職手当

初任給の状況

。

通勤手当 2，916住宅手当

区 分

5 2年 4月 1日

現 在

5 1年 4月 1日

現 主

等級別職員数の状況

夜勤手当 2，142 

職員手当の

内 訳

-145-
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昭和 52年度 目野市農業共済事業特別会計予算

(総員IJ) 

第 1条 昭和 52年度日野市農業共済事業特別会計の予算は、

次に定めるところ に よる。

(事業の予定量)

第 2条 車業の予定量は、 次のとおりとする。

区 分 引受戸数 引受面積 引 受 収 量 区 分 引受戸数 及引受び頭箱数数
d‘ 

水 稲 4 7 0戸 12，000 a 278，000 kg 蚕 繭 3 F 1 5箱

陵 稲 4 0 450 5，600 家 ヨE臼ζ 3 

麦 3 0 400 8，4 0 0 J 
(収益的収入及び支 出)

第 3条 収益的収入及び支 出の予定額は、 次のとおりと定める。

収 入

摘 要 農共済作勘定物 共蚕済勘定繭 家共済勘畜定 業務勘定 総、 よ口』

第 1款 共済事業費用 2，668 千円 1 8 fllJ 649 千円 11，502 千円 14，837 
千円 |

第 1項 事業費用 2，668 1 8 649 11，461 1 4，7 96 

第 2項 事業外収益 。 G 。 41 41 

支 出

摘 要 農共済作勘物定 蚕共済勘定繭 共家済勘定畜 業務勘定 総、 l口斗

第 1款 共済事業費用 2，668 千円 18 子円 649 千円 11，502 
千円

1 4，837 
千円

第 T項 事業費用 2，663 16 649 11，480 1 4，808 

第 2項 事業外費用 。 。 。 2 2 

第 5項 予 備 費 5 2 。 20 27 
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(一時借入金，

第 4条 一時借入金の限度額は、 次のとおりと定める。

農作物共済一時借入金 300  千円

蚕繭共済一時借入金 5 0 千円 ，

家畜共済一時借入金 3 0 0 千円

業務勘定一時借入金 500  

(他会計からの補助金)

第 58長 農業共済事業実施のため、一般会計から補助を受ける

守金額は、 ス372千円である。

昭和 5 2年 3月 7日提出

日野市長森田 喜美男

ぞ
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農作物共済勘定

第 1款 農作物共済事業収益

項 目

1.事業収益

1.農作物共済掛金

2.農作物保険金

3.農作物責任準備
金 民 入

4.不足 金 てん 補

準 備金 戻 入

5.農 作 物 無事
もどし積立金戻入

6.農作物特別積立

金 民 入

言十

収 益的 収 入

収

節 予定 額

2，668 千円

1， 1 4 4 

水 稲 共 済 控} 金 1，0 6 7 

陸 手話 共 済 j卦 金 63 

麦 共 済 接} s人z 1 4 

1，50 5 

71< 稲 保 険 金 1，367 

陸 稲 保 険 金 121 

麦 保 険 金 1 7 

1 0 

表 責 任 準 備 金 戻 入 1 0 

3 

7.1<稲不足金てん補準備金戻入

陸稲不足金てん補準備金戻入

表不足金てん補海備金 戻入

3 

水 稲 無 事も どし積立金戻入

陸稲無 事もど し積立金戻入

麦無 事 もどし 積 立金 戻 入

5 

水稲 特 別 積立金戻 入

陸 稲 特別 積 立金 戻 入

麦 特 別 積 立金戻入

2，668 
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及び文 出

入

決家負担 金
.. 

説 明

. 
. 

--- -

異保変険歩共済合掛金恭準認1+ (総J主治掛金縦一異常共済掛金基準制 )x通常責任

tJ日和 52年度産家
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第 1款 農作物共済事業費用 支 出

項 目 節 予定 額 説 明

『 ・ー‘'
1.事業費用 2，663 千円

1.農 作 物 保 険 料 59 謀 議芸書ヂ竺愛護響詩産量話器金額一異常共済掛金基準額)x通常責

水 稲 保 険 料 3 1 
ベL、

陸 稲 保 険 料 2 6 

表 保 険 料 2 
斗l

Z:~農 作物共済金 2，589 l 給、共済掛金 と同一額

7}( 稲 共 済 金 2，4 0 2 

陸 稲 共 済 金 158 1 . 

麦 共 済 金 2 9 

3.農も 作物無事 3 
ど し金

水 稲無 事 も ど し 金

陸 稲無 事 も どし金

麦 無 事 も ど し 金

4.幾作物責任準備 1 2 
金 繰 入 .ーーー

麦 賞、任準備金繰 入 1 2 、.‘ J 

'守

2.予備費 5 

1.予 備 費 5 

言十 2，668 
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蚕 繭共済勘定

第 1，款 蚕繭共済事業収益 収 入

項 目 節 予定額

1.事業収益 〉、

1.8 干円

-7 1.蚕繭共済掛金
' 、 . 司

春 蚕 繭共済掛金 2 

初 秋 蚕繭共済掛金 2 

晩秋 蚕 繭 共 済 掛 金 ろ

2.蚕繭保険金 1 1 

春 蚕 繭 保 険 金 -3 

初秋蚕 議保険金 5 

晩秋蚕 繭保険金 5 

言十 1 8 

説 明

、

農 家負担分

共 済金 ;x'90% 
一

第 1款 重量繭共済事業費用 支 出

項 自 節ー 予定額

1.事業費用
1 6 干円 …

1.蚕 繭 保険料 5 

春 蚕 繭 保 険 料 2 
-

初秋 蚕 繭 保険料

_ .o _ー' 晩 秋 蚕繭保 険 料 2 

2.蚕繭共済金 1 1 

春 蚕 繭 共 済 金 5 

初 .春 主主 繭 共 済 金 5 

晩 春 蚕 繭 共 済 金 5 

2.予備費 2 

1.予 備 費 2 

言十 1 8 

説 明

一一-

給、共済掛金と同一額

トー
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家畜共済勘定

第 1款 家畜共済事業収益 収
入

一-
項 目 節. 予 定 額 説 明

1事業収益 649 
千円

1.家畜共済掛金 213 
‘ 

(共済金額×掛金標準率)一 国庫負担

家畜 共済掛金 213 
ーー

2.家畜保険金 436 
ーーー_.

家畜死 廃 保 険 金 116 共済金額×死廃部分掛金率
e‘ 、.、

家畜病傷 保 険 金 3 2 0 
『帽凶h‘“. 共済金額×病傷給付限度率

-帽咽- 司司『ーー-r-

計 649 

第 1款 家畜共済事業費用 文 出

項 目 節 予 定 ‘額
説 :、 明

1.事業費用 6"4 9 
千円

」ー一-

1.家 畜保険料 213 
'・

家 畜保険料 213 
掛金と同額

2.家 畜共済金 436 

死廃共済金 1 1 6 
保険金 と同額

. 

病傷共済金 320 
保険金 と同額

一一一一_.".‘今』一一ー-ー ・ 匂，

649 

-160一 -161~ 



第 T款業務事業収益

項 目

1.事業収益

1.受取補助 金

2.賦 謀 金

3.受取損害事業

負 担 金

4.雑 収一 入

2.事業州収益

1.受 取利 J息

2.業務引当金戻入

言十

ー 節

国 都支

ーー 般 会計繰

事 務 費 賦

出

業 務

収

予/定額

1 1，4.6 .t. 

1 1，3 7 2 

J3Z K 4;0 001 

千円

一ー

一一
入 金 ス372

8 6 

課 金 ， 、ピJ 
8 6 

， 

. . 
T咽" ・ー

ー.

一
2 

受取一般損害防止事業負担金 2 

4 

雑 入

4 1 

4 0 

預 ~ 、 不リ 子 4 0 

一一・，、. 
4 、、 ι 柑. 

1 1，5 0 2 

-162ー

入

説 明

国 3， 9 0 0千円 都 ; 1 q 0千円

水稲 1 2，0 0 0 x 5 0 6 0千円

陸稲 450XSO 2 

表 400X50 2 

主長 繭 1 5箱X60

家畜共済金額 X 1% 2 1 

. 

トー ー一

:> 

ー一一

』
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第 1款業務事業費用 支

項 目 一節 予定額

1.事業費用
11.480 干円
一色 里

伸一

1.支 ー払賦課金 ー，58

支払事 務 費 賦 課 金 ~ 58 

2.一般管理費 ， '1 0;7 4 3 

給 料 5，1 0 5 

手 当 等 ← 4，3 8 1 

酬i幸良 . 296 

費|法 メrヒH 福 利 548 

2 旅 費 1 8 

通 運 搬 費 4 3 

印 局リ 製 本 . 費 6 0 

備 1角 ロに口I 費 6 0 

会 議 費 48 

父 際 費 2 0 
ーー

3;普及推進費 2 0 

.'_可 事 ー 業 奨 励費 20 

4.損害評価-費 ~ 0 7 

報 酬i 384 

旅 受 101 

会 議 資 6 2 

賃 借 料 6 0 
一

5.損害防止費 2 

薬 剤 費

燃 料

~ 

-164-

出

説 明

一・

水稲 28，陸稲 1，麦 1，蚕繭 1，家畜 11，加入者割 16 

♂一
職員 2名

職員手当等

|運共営済協連絡議員会委員0040，OOO円X9人X3回=108，000

l運営協議会委員 129 職員 53

(郵送料

|決算書，納付書，各報告用紙等

|共済新聞，月刊紙，参考図書，計算機，その他

|評価委員削 o0円x7人x7回 評価員 4，000 X 4 7 

損害評価自動車借上料

ガソリン，オイル等
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， 

項 目 節 予定額

6.負 担 金 4 0 千円

関 係機 関 負 担 4i 40 

7.業 務 雑 費 1 0 
ーー

1 0 業 務 雑 費
一

2.事業外費用 2 

'一一一一一一
1.支 払 来リ ，息

借 入 金 利 ，息
、

‘ 2.業務引当金繰入 〆

業 務 ヲ| 当金 繰 入

3.予備 資 2 0 

1.予 備 質 2 0 

1 1， 5 0 2 
. .' 一 一
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『

目、

-

a

・

.
、
‘a

F
-

白Y

・

説 明

…ーー

南多摩 事務研究会負担金

ト ーー一一ーー ー

、

， 
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昭和 52年度 目野市農業共済事業計画
区 分 事 Z員 摘 要

区 分 事 項 摘 要 ウ. ヲi 戸~ 収 量 8，400 kg 

事 業 費 ニI:... kg当 り共済 金 t額 9 5 円
司ー

農作物共済 オ. 共 済 金 額 8 0 8，0 0 0 円

" 

(1)水稲共済 ア. ヲ| 戸~ fコ 数 4 7 0 '.‘F カ. 保 険 金 額 1ス000 円

イ. ヲ| 受 面 積 1 2，00 0 a キ. 共済 掛 金 額 1 2 8，2 8 0 円

ウ. ヲ| 戸.x乙』 収 量 27 8，000 kg (ア) 農 家 負 担 額 1 3，32 0 Pう

ニ乙 . kg当り共済金額 2 7 0 円 (イ) 国 庫負担額 1 4，96 0 円

オ. 共 済 金 額 7 5，0 6 0，00 0 円 ク. 保 険 料 1，20 0 円
一

カ. 保 険 金 額 1，36スo0 0 円 2. 蚕繭共済

キ. 共 済 掛 金 額 2，4 0 1，9 2 0 円 (1 )春 蚕繭共済 ア. ヲ| 戸Jく三与. 戸 数 P 

iア) 農家負担額 1，0 6 6，4 5 3 円 イ. ヲ| J戸く2ート 不hdr自 数 5 箱

(イ) 国 庫負担額 1，335，467 円 ウ. 箱当 り共済金額 2 4，0 0 0 円

ク. 保 険 料 3 0， 6 2 5 円 ニ乙 . 共 済 金 額 1 2 0，0 0 0 円
卜ーーーー一一

(2)陸 稲 共済 ア.引 』J542-与 Fコ 数 4 0 j司 オ. 保 険 金 額 ろ，00 0 円

イ』号| 受 面 積 450 a カ. 共済掛金額 2，7 6 0 円

ウ . ヲ| J戸~、- 収 量 5，600 kg (ア) 農 、家負 担 額 1，32 0 円

エト kg当 り共済金額 270 円
t 

(イ) 国 庫 負 担 額 1，4 4 0 円

オ←共 済 金 額 1，5 1 2，0 0 0 円 キ. 保 険 料 1，04 4 円

ヵ，保 険 金 額 1 2 1，0 0 0 円 (2)初秋蚕繭共済 ア. ヲ! 戸~ P 数 戸

キ ← 共 済 掛 金 額 1 5ス248 円 イ. ヲ| :J'戸に， 不h府自 数 5 箱
， ， 

(ア) 農家負担額 6 2，2 7 1 円 ウ. 箱当り共済金 額 2 2，0 0 0 円

(イ) 国 庫負担額 9 4，97 7 円 こ乙 . 共 済 ノ耳¥ 額 1 1 0，0 0 0 円
一 一一

ク. 保 険 料 25，983 円 オ. 保 険 金 額 3，000 円

(3)麦 共 済 ア. ヲl 戸~ 戸 数 3 0 Fコ カ. 共 済 掛 金 額 2，53 0 円

イ. ヲ| 戸一見己. 面 積 400 a 農家負担 額| 1，2 1 0 円
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区 分 事 項 摘 要

'ー 国庫 負担額 1，32 0 円

キ. 保 険 料 957 円

(3)晩秋蚕繭共済 ア. ヲl J戸EζL一 戸 数 戸

ー

イ . ヲ| 戸JζL一 箱 数 . 5 箱

ウ. 箱当り共済金額 2 2，0 0 0 円

こじ 。 共 済 金 '額 1 1 0，0 0 0 円

オ . 保 険 金 額 5，000 円

カ . 共済掛金 :額 4，73 0 円

(ア) 農家負 担 額 2，3 1 O'、 円

国 庫負担額 2，420 円

キ. 保 険 料 1，8 3 7 円

3. 家畜共済 ア. ヲ| J声~一- F 数 3 lつ

イ. ヲ| 戸~ 頭 数 3 2 頭

乳 牛 ; 32 頭
ト・

ウ. 共 済 金 額 2，1 3 0，0 0 0 円

ニr:.... 共済掛金額 4 2 6.0 0 0 円

(対 p農家負 担 額 2 1 3，0 0 0 円

(イ) 国庫 負担額 2 13，00 0 flj 

オ . 保 険 料 21 3;0・0'0、 円

職 員 言十 画 損益勘定所属 人 員 2 名

-170一

給

1.特別職

ー与
山
費 示回 書

‘一

明

給 与 、費
合計区 介 ，職員数 共済費 備考

報酬 給料 職員手当 計

長 等
人 千円 千円 千円 千円 千円 千円

一
去aJさf止交 貝

本年皮 、町4

その他 1 6 296 。 。 2 9 6 。

6J 言十 1 6 296 。 O. 296 。 29 

長 タ-、子吉t
宅

議 貝

前年度

その他 1 6 267 。 。 267 o. 267 

計ー 1 6 267 。 267 。 267 
、

句

長 生-、すfr 

議 員

比 較

その他 。 29 。 。 2 9 。 29 
-_.， ~ . . .. 

0'" 2 9 。 。 2 9 。 2.9 

_j_一一 L一一 ー 」一一
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給 与 費 細 書明

2. 一般職
(1) 総括

給 与 費
区 分 職員数 共済費 メ口玉、 言十 備考

報酬 給 料 職員手当 計

本年度 2人
千円 5， 1 0 5 千円 4， 3 8 1 干円 弓48 6 千円 5 4 8 千円 1 0，0 3 4 千円

前年 度 1人 2，323 1， 7 1 2 4，035 2 3 4 4， 2 6 9 

比 較 1人 2，782 2， 6 6 9 5，4 5 1 314 5，7 t. 5 

一
職 員

退扶特宿殊日職養勤直務手手手手当当当当

1 32 調整手当 454 
管時間末理外勤職勤勉務手手手当当

392 千円

手当の 通勤居 手当 220 1 3 

内 訳
住手当 1 20 期当 3，050 

一般職職員一人当り給与費の状況

岸 年三

一人当り給与費

4.7 4 3 干円

年度 ，~， 0 3 5 千円

初任給の状況

弓品斗ιム
歴 一 般 職

2年 1月 1日 局 校 卒 8ス000 円

現在 大 づAムーl， 卒 ?呪 300 円

1年 1月 1日 品 校 卒 8 2，2 0 0 !可

現在 大 学 卒 9 3， 7 0 0 円
ー

平均絵河月額及び平均年令の状況

区 分 一 般 職
一
S 2年 T月 1日 一平均給料月額 2 0 2.4 0 0 円

現在 平均年令 3 9 才

5 1年 1月 1日 卜平均給料月額 1 8 3，8 0 0 円

現在 平均 年令 3 5 才
一

等級別職員数の状況

区 分 般 職
1 

一

5 2年 1月 1日 等級 。人 4 等級 人

現 在
2 等級 。人 5 等級 。人

5 等級 人 2 

5 1年 1月 1日 等級 。人 4 等級

現在
2 等級 。人 5 等級 。人

3 等級 。人 言十 人

--172-

(2) 給料及び職員手当の増減額の明細

区分 説 備

給与改定の状況
表上 6.29% .， 

i、 r給料改定率 6.33% 
|前年度l140 I実質 6. 3 3 % I F.!IJ""'rJ.tt. t給与改定実施時期

昭和 51年4月 1日

一 f給与改定率 3.59ら
本平度i

、 年月日

2. 9 6じる
j昇給期 戦員数 t

) 4 月 Dノ，¥ ) 
昇給期別職員数 i 7月 旦人!

I 1 C月 2I人 l
I ~ 1 月 0人!

以良の変動;て伴う |職員の異動状況 i 
i増額 2476 i円 I (現児守を)(その他〉 計 1 

2.570 I給与改定留保額 ! するl以貝 | 
， 52 年度~ ~..~~!- I 本年度 2人 C人 2人 |

日年広三5m一同年度 1人 0人 1人 l
- … 一 山一|増 減 1人 0人 1人 14千円 I rj:.:.1 '.I7~ I / " ".' / ....... I / " I 

ト一一一一一一→一一一一一一一一ト一一一一一一一一一ト一一一一一一ード一一一一一 1- --------l 
1.調整手当の |円山 |給与改定K伴う増 |調整手当の文給率 l 
lJY 減 分 I L 0γ |額及び職 員の変動 1 (給料+扶養手当十管珪戦手当) 1 

に伴 う増額 IX8% _ I 

支給率 ! 
f支給期 6月 1 2月 ! 

本年度 {~~~ :;.; () -A' -Fl 2:;''' [J I 
t文給率 2.4ヶ月 3. 4ク月 | 

(文給期 5月 計 | 
支給率 6.5ヶ月 6.3ク月 i 

• (文給期 6月 '12月 1 

~J~手度 { ~=~.~:.:-，~ () e "1 7 .，. r:-'.-B ~ FJ Ij~r Ltt- l 支給率; 2.5ヶ月 3.35ヶ月

r支給期 3月 計

L支給率 0.5ク月 6.35ナ月

3.扶長手当の I ~ 7 () I職員の変動K伴う |配偶者 (欠配第一子を含む )6，0 0 0 I 132 I -:-;;'-:;-;:'.--<-__""'J'-'I -' I二J
増減 分 1 ' " L  1増額 |円を 2，000円その他3，500内を

4，000円に改定

!t，t.> 
"、ιi

-、. 

職員手当

増減額|増減額の増減事由別内訳

千円 11.給与改定vcl 千円

伴う増加分

の改定

料 I2，7 8 2 

2.普通昇給K
伴う 増加分

号!1} 考ー

72 

率給昇均平×問
問ハ

人

選
職
月
2

間
る
ク
×

治
ず
J
2
司

Jj

l
‘

「「

:

回押
収
1
0
1村

井
.北
』
×

0

2

平
に
)
0
1

(
現
数
五
×

一一一一一一一ート一一一
3.その他の

i吉松 分

2.期末勤勉手
当の増減分

1，703 1 .. 

2，669 

-，-1ヌ3-

4.管理増職減手当 I 392 I 均
の 分

一
5.住居手当の 職員の変給動与K伴改 う
増減 分 60 増額及び 定| 4，500円を 5，000円K改定

に伴う増額

6，時間外勤務 時間外勤務時間の

手当滅 の 1 3 !増に よる増額
増 分

スその他の| 1 00 1通勤手当 1 00 
増減分



昭和 52年度 日野市農業共済事業特別会計資金計画

!ヱ、，

区 分 前年度決算見込嶺 当年度予算額 増 滅

受入資金 1 1，1 0 6，0 0 0円 10，127， 000円 ム 979，000円

受取補助金 5，4 4 5，0 0 0 5，00 0，000 乙斗 44 5，0 0 0 

賦 諜 金 9 2，0 0 0 8 6，0 0 0 ム 6，000 

受取利息 25，000 40，000 1 5，0 0 0 

雑 入 1，0 0 0 1，0 0 0 。
事業勘定借 2，54 3，0 0 0 2，50 0，00 0 ム 43，000

繰越現金 3，00 0，000 2，500，000 ム 50 0，0 0 0 

支払資金 3，9 32，000 5，9 1 5，00 0 1，9 8 3.00 0 

支払賦課金 5 0，0 0 0 58，000 8，000 

日

一般管理費 3，6 U 0，00 U 4，900，000 1，3 0 0，0 0 0 

普及準進費 。 20，000 2 0，0 0 0 

損害罪価費 2 3，00 0 6 2 6，00 0 6 0 3，0 0 0 

負 担 金 2 4，0 0 0 40，000 1 6，0 0 0 

支払利息 。 1，0 0 0 1，00 0 

支払拠出金 。 。 。
. 

未 払 金 23 5，0 0 0 2 5 0，00 0 1 5，00 0 

事業勘定繰入 。 。 。
事業勘定貸 G 。 。
予 備 費 。 20，000 2 0，0 0 0 

差 ヲ! 7， 1 7 4，0 0 0 4，2 12，0 0 0 :ム 2，96 2，0 0 0 
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昭和 52年度 日野市農業共済事業予定貸借対照表

(昭和 53年 5月 31日〉

項 自
農作物

共蚕済勘定繭
家畜

業務勘定
共済勘定 共済勘定

流動資産
円 ー円 '一山円 円

(1) 現金預金 。 。 。 4，21 2Jj 0 0 

流動資産前 。 。 。 4，212，000 

資 産 ムロ 計 。 。 。 4，212β00 

‘ 

2. 流 動 負 債

(1) 未 払 金 。 。 。 250，000 

(2) 責任準備金 U G 。 4，000 

流動負債乞 。 。 。 254，000 

3. 固定負債

(1} 業務引当金 。 。 。 1，000 

固定負債計 。 。 。 1，000 

負 債 メ口ー、 計 。 ;0 。 255，000 

4. 資 本

(1) 策j 余 金 。 。 。 3，95ス000

負債資本合計 。 。 。 ，"，，212，000 
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総 ムロ

円

4，212，000 

4，212，000 

4，212，000 

250，000 

4，000 

254，000 

1，000 

1，000 

255，000 

3，957，000 

4，212，000 



昭和 52年度 予定損益計算書

(昭和 5 2年 4月 1日~昭和 53年 3月 3 1日)

; 

項 自
農作物 蚕 繭 家 畜

業務勘定 総 ムロ

共済勘定 共済勘定 共済勘定

項 目 4

農作物 蚕繭 家 :畜ぇi
業務勘定 総 ぷ口::... 

共済勘定 共済勘定 共済勘定
(7) 普及推進費 d司 。円 ♂ 20.00~ 20，000円

事 業 収 益
円 円 円 円 円 (8) 損害評価費 。 。 。626，000 626，000 

(1) 共 済 掛 金 1，144，000 ス000 213，000 。1，364，000 
(9) 損 害 防 止 費 。 。 G 2，000 2，000 

(2) 保 険 金 1，505，000 11，000 436，000 。1，952，000 
側負 担 金 。 。 。 40，000 40，000 

(3) 受取無事もどし金 。 。 C 。 。 ω 業 務 雑 費 。 。 。 10，000 1 0，000 

(4) 責任準備金戻久 10，000 。 。 。 10，000 
事業費用合計 2，6 6 3，000 1 6，000 649，000 5，108，000 8，436，000 

(5) 不足金てん補 ろ，000 。 。 。 3，000 
事業利益(事業損失) 5，000 2.000 。ム19，000 ム12，000

準備金戻入
町、‘、相鴫陶h 3. 事業外収益

(6) 無事もどし積立金民入 3，000 。 。 。 3，000 
(1) 戸~ 取 利 ，息 。 。 G 40，000 40，000 

(7) 農桝梼男機立金民入 3，000 。 。 。 3，000 (2) 業務引当金戻入 。 。 。 1，000 1，000 

(8) 受取補助金 G 。 U 5，00 C_門00 5，000，000 事業外収益合計 。 。 。 41，000 41，000 

(9) 賦 課 fヨ¥之 。 。 。 86，00 J 86，000 I 当 年度総利益 5，000 2，000 。 22，000 2矢000

仕切 受取損害防止 。 。 G 2，000 2，000 
事業負担金

4. 事業外費用

ωー業務雑収入 。 。 。 1，U 00 1，000 
(1) 業務支払利息 。 。 。 1，000 1，000 

事業 収益合計 2，668，00-0 1 8，000 64矢000 5，089000 8，4 24，0 00 
(2) 業務引当金繰入 。 。 。 1，000 1，000 

2. 事業 費 用
事業外費用合計 。 。 。 2，000 2，000 

e・

(1) 保 険 料 5矢000 5，000 213，000 。 277，000 ' 
5. 予 備 費 5，000 2，000 。 20，000 2ス000

(2) 共 済 金 2，589，000 11，000 .-436，000 。3~036，0 00 
当 年度純利益 。 。 。 。 。

(3) 無事もどし金 3，000 。 。 。 3，000 
当 年 度 純損失 。 。 。 G 。

(4) 責任準備金繰入 12，000 。 。 。 12，000 

(5) 支払賦謀金 。 。 。 58，000 I 58，000 

(6) 一般管理費 。 。 。
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